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町民の動き
令和４年10月1日現在　（　）内は前月からの増減

人口 23,592人（－4）［男 11,476人（－1）　女 12,116人（－3）］　世帯数 10,216世帯（＋3）

第8回 きたじまるしぇ

第８回きたじまるしぇが
にぎやかに開催されました
第８回きたじまるしぇが
にぎやかに開催されました
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データ放送を活用した情報発信

「テレビde広報誌」が始まりました
　四国放送のデータ放送を活用した情報発信を10月より
スタートいたしました。
　毎日見ているテレビで北島町のイベント情報や各種申請
情報等についてご覧いただけます。

○視聴方法
　①四国放送にチャンネルを合わせ、リモコンの「ｄボタ

ン」を押す。
　②四国放送のデータ放送の画面が開いたら、右側中段の

「テレビde広報誌」を選択する。
　　※各番組のデータ放送が流れている時は、右下の「放

送局トップ」を押すと、四国放送のデータ放送へ移
動します。

　③北島町の情報リストが左下に表示されるので、見たい
情報を選ぶと右半分に情報が表示されます！

 
※テレビde広報誌で情報発信できる件数は10件までと限
られているため、旬の情報を中心に発信いたします。ま
た、表示できる情報量にも限りがあるため詳細を掲載す
ることができません。詳しくはお問合せいただくか、町
報・ホームページ・ＬＩＮＥなどをご覧ください。

※テレビに北島町の郵便番号を登録いただいている方は自
動で北島町のページが開きますが、開かない場合は、
「赤ボタン　自治体選択」を押して「北島町」をお選び
ください。

お問合せ先　総務課　☎698－9801　FAX698－3642

　本町と健康増進等に関する連携協定を
締結している明治安田生命保険相互会社
様より、「私の地元応援募金」として、
454,000円のご寄附をいただきました。
　９月21日、総合庁舎にて贈呈式が行
われ、阿波北営業所の窪田様より町長に
目録が贈られ、本町からは感謝状をお渡
ししました。
　いただきました寄附金は、町民の皆さ
まの健康増進対策に活用させていただく
予定です。
　温かなご支援に心より感謝いたします。

私の地元応援募金

明治安田生命保険相互会社
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　令和５年４月から保育所への入所を希望する児童について、入所申込を次のとおり受付いたします。
※令和４年度の途中入所を希望しているが、入所が決定していない児童についても、改めて令和５年度の申

込が必要です。
　　（令和５年１月～３月の途中入所を希望している場合は、令和４年度途中入所の申込も行ってください。）
　なお、在園児の継続入所申込については、令和５年１月中に通園中の保育所にて行いますが、都合により転
園を希望する場合は、必ず下記の期間内に転園の申込をしてください。

■受 付 期 間　12月１日㈭～ 12月15日㈭（必要書類を全てそろえた上で、期間内に申込をしてください。）
■受 付 場 所　北島町子育て支援課（北島町保健相談センター内）              
■対 象 児 童　北島町に居住し住民登録され、平成29年４月２日以降に生まれた保育を必要とする児童
■必要書類配布　11月14日㈪より　北島町子育て支援課にて配布、北島町ホームページへ掲載予定
■募 集 人 数

○定員の都合上、入所調整をいたしま
すので、ご希望の保育所に入所・転
園できないことがあります。予めご
了承ください。

○転園に内定した場合、内定を辞退し
て元の保育所に戻ることはできませ
んので、ご注意ください。

◯必要書類をそろえるのに時間を要す
る場合があるので、申込をする場合
はお早めに書類を入手してください。

【お問合せ先】
子育て支援課　☎698−8909

保育所名 定員 募集人数（令和５年４月入所）
０歳 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳

北島町立保育所 200人 ０人 12人 18人 20人 0人
みどり保育園（北島町分） 40人 ３人 　６人 　２人 　２人 　1人 0人
しらゆり保育園 60人 ５人 　６人 　０人 　０人 　0人
の ぞ み 保 育 園 20人 ２人 ２人 ２人 ０人 0人
認定こども園めばえ 100人 ９人 ７人 ２人 ２人 1人
す み れ キ ッ ズ 70人 11人 ５人 ２人 ３人 0人
とらまる保育園 27人 ３人 ３人 ０人 ０人 0人
すみれの花保育園 150人 ９人 23人 ０人 ０人 0人 0人
森のとらまる保育園 30人 ５人 １人 ０人 ０人 0人

※令和４年９月調査時点の予定人数ですので、入所・退所により増減する場
合があります。

令和５年度保育所入所申込受付
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北島町事業継続支援金

654－1531（きくみみ徳島）
0570－0901 1 0
おこまりなら　まるまるくじょーひゃくとおばん

右のＱＲコードを読み取り、
「オンライン相談申込フォーム」
から事前予約をしてください。
（先着順11月15日〆切）

「アクアプラザ」指定管理者の募集
　総務省徳島行政相談センター「きくみみ徳島」と総
務省の行政相談委員が、次のとおり行政相談所を開設
します。当日はオンライン相談も実施します。

１　日時：11月19日㈯　10時～12時
２　場所：フジグラン北島
　　　　　２階中央エスカレーター前
３　行政相談委員：柿本育伸さん
　　　　　　　　　板東理人さん
（相談例）
○道路（通学路の危険な箇所をなおしてほしい）
○手続・申請（困りごとがあるが、どこに相談してよいかわからない）
○社会福祉（生活保護を受けたいが、どうすればよいか教えてほしい）
○医療保険（勤務している会社が健康保険未加入なので加入するようにして
　ほしい）
○交通（バス停の時刻表が破れ、発車時刻がわからないのでなおしてほしい）
○登記（相続のときの登記方法について教えてほしい）
○その他（コロナ支援策について教えてほしい）

　北島町では、このたび「指定管理者の指定
の手続き等に関する条例」（平成15年北島町
条例第22号）及び「指定管理者の指定の手
続等に関する条例施行規則」（平成15年北島
町規則第15号）に基づき、次のとおり北島
水辺交流プラザ敷地内にある休憩施設アクア
プラザの管理運営を行うものを募集します。
※募集の詳細については、北島町ホームペー
ジをご参照ください。

記
○対象施設の概要○
⑴　名　　称　アクアプラザ
⑵　所 在 地　北島町高房字百居内40番地13
⑶　敷地面積　1,399㎡
⑷　構造規模　木造２階建　一部鉄骨平屋建
　　　　　　　建築面積130.84㎡
　　　　　　　延べ床面積112.61㎡

募集期間：12月５日㈪から
　　　　　令和５年１月20日㈮まで

お問合せ先　まちみらい課　☎698－9806

　マイナンバーカードの交付は、申請から約１ヶ月程度のお時間がかかります。マイナポイント
第２弾の申込み受付は令和５年２月末で終了します。お早めの申請をおすすめします。

※徳島県版プレミアムポイント第2弾の実施期間は令和４年12月28日までです※
　徳島県版プレミアムポイント第２弾を取得するためには、次の３つの要件を12月28日までに満
たす必要があります。
　①マイナンバーカードの取得
　②対象となるキャッシュレス決済サービスでマイナポイントの申込み
　　　　　　　　　　・エフカマネー　・auPAY（コード支払い）　・d払い　・ゆめか　　
　　　　　　　　　　・楽天Edy　　・楽天ペイアプリ　・WAON
　③県内対象店舗での決済サービスの利用（お買い物orチャージ）

マイナポイント付与対象になるマイナンバーカードの
申請期限は令和４年12月末までです！

※窓口の混雑状況によってはお待ちいただく場合もございます。ご了承ください。
お問合せ先　住民課　☎698－9804

12月28日までに①～③の取得要
件を満たした方は、国のマイナポ
イント(最大2万円)と徳島県版プ
レミアムポイント(最大３千円)を
合わせて取得することができます。

１階住民課窓口では、マイナン
バーカードの交付申請サポートや、
マイナポイントの申込み補助を実
施しています。この機会にマイナ
ンバーカードを作ってみませんか。

対象となる
決済サービス

「アクアプラザ」指定管理者の募集くらしの行政相談所 in フジグラン北島

お 問 合 せ 先

行政苦情110番

オンライン相談予約

行政相談マスコット
「キクーン」

秘密厳守
相談無料
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　コロナ禍における原油価格・物価高騰の影響を受けている事業者や徳島県で発出されたＢＡ５
宣言の影響を受けて令和４年の売上が大幅に減少している事業者に対し、町独自で支援金を交付
し、事業継続に向けての経営を支援します。

　対象事業者（全ての要件を満たすこと）
（１）町内に事業所、店舗又は事務所を有すること。
（２）令和４年10月１日時点で営業しており、申請日時点で現に営業していること。
（３）町税等を滞納していないこと。
（４）宗教上の組織若しくは団体でないこと。
（５）北島町暴力団排除条例第２条各号で規定する暴力団関係者でないこと。
（６）風俗営業等の規制及び業務の適正化に関する法律に規定する性風俗関連特殊営業及び当該業務に係

る接客業務受託営業を行う事業者でないこと。

　給 付 要 件（次に掲げるいずれかの要件に該当すること）
（１）法人及び青色申告を行っている個人事業者の場合、令和４年８月から12月までのうち、連続した

２ヶ月の売上高の合計が、令和元年から令和３年の任意の年の同時期の売上高の合計と比べて20％
以上減少していること。

（２）白色申告又は住民税申告を行っている個人事業者の場合、令和４年８月から12月までのうち、連続
した２ヶ月の売上高の合計が、令和元年から令和３年の任意の年の月平均の売上高を２倍した金額
と比べて20％以上減少していること。

（３）令和３年10月から令和４年９月の間に創業した者の場合、令和４年８月から令和４年12月までの
うち、連続した２ヶ月の売上高の合計が、創業した月から令和４年９月までの月平均の売上高を２
倍した金額と比べて20％以上減少した月があること。

　給 付 金 額
　給付金の額は１事業者あたり５万円とし、１回限りとする。

　必 要 書 類
（１）北島町事業継続支援金交付申請書兼請求書（様式第１号）
（２）チェックシート兼誓約書（様式第２号）
（３）売上が減少した月（連続した２ヶ月分）の売上額等を確認できる書類の写し（売上台帳、帳簿等）
（４）比較対象年（令和元年から令和３年）の確定申告書等の写し
　　ア）法人等：確定申告書別表１の控及び法人事業概況説明書の控
　　イ）個人（青色申告者）：確定申告書第１表の控及び青色申告決算書の控
　　ウ）個人（白色申告者）：確定申告書第１表の控
　　　　※確定申告の義務がない場合は、住民税申告書
　　エ）創業者：創業月から令和４年９月までの売上等を確認できる書類の写し

（５）振込先の通帳等の写し
（６）本人確認書類の写し（※個人事業者のみ）
（７）町内の事業所の住所が確認できない場合、事業拠点等を証する書類
（８）法人の全部事項証明書又は個人事業の開業届（※創業者のみ）

　受 付 期 間
（１）窓口での申請　　　令和５年１月31日まで
（２）郵送による申請　　令和５年１月31日（当日消印有効）

　お問合せ先
　北島町役場２階　まちみらい課　　〒771−0285　北島町中村字上地23−１　☎698−9806



654－1531（きくみみ徳島）
0570－0901 1 0
おこまりなら　まるまるくじょーひゃくとおばん

右のＱＲコードを読み取り、
「オンライン相談申込フォーム」
から事前予約をしてください。
（先着順11月15日〆切）

「アクアプラザ」指定管理者の募集
　総務省徳島行政相談センター「きくみみ徳島」と総
務省の行政相談委員が、次のとおり行政相談所を開設
します。当日はオンライン相談も実施します。

１　日時：11月19日㈯　10時～12時
２　場所：フジグラン北島
　　　　　２階中央エスカレーター前
３　行政相談委員：柿本育伸さん
　　　　　　　　　板東理人さん
（相談例）
○道路（通学路の危険な箇所をなおしてほしい）
○手続・申請（困りごとがあるが、どこに相談してよいかわからない）
○社会福祉（生活保護を受けたいが、どうすればよいか教えてほしい）
○医療保険（勤務している会社が健康保険未加入なので加入するようにして
　ほしい）
○交通（バス停の時刻表が破れ、発車時刻がわからないのでなおしてほしい）
○登記（相続のときの登記方法について教えてほしい）
○その他（コロナ支援策について教えてほしい）

　北島町では、このたび「指定管理者の指定
の手続き等に関する条例」（平成15年北島町
条例第22号）及び「指定管理者の指定の手
続等に関する条例施行規則」（平成15年北島
町規則第15号）に基づき、次のとおり北島
水辺交流プラザ敷地内にある休憩施設アクア
プラザの管理運営を行うものを募集します。
※募集の詳細については、北島町ホームペー
ジをご参照ください。

記
○対象施設の概要○
⑴　名　　称　アクアプラザ
⑵　所 在 地　北島町高房字百居内40番地13
⑶　敷地面積　1,399㎡
⑷　構造規模　木造２階建　一部鉄骨平屋建
　　　　　　　建築面積130.84㎡
　　　　　　　延べ床面積112.61㎡

募集期間：12月５日㈪から
　　　　　令和５年１月20日㈮まで

お問合せ先　まちみらい課　☎698－9806

　マイナンバーカードの交付は、申請から約１ヶ月程度のお時間がかかります。マイナポイント
第２弾の申込み受付は令和５年２月末で終了します。お早めの申請をおすすめします。

※徳島県版プレミアムポイント第2弾の実施期間は令和４年12月28日までです※
　徳島県版プレミアムポイント第２弾を取得するためには、次の３つの要件を12月28日までに満
たす必要があります。
　①マイナンバーカードの取得
　②対象となるキャッシュレス決済サービスでマイナポイントの申込み
　　　　　　　　　　・エフカマネー　・auPAY（コード支払い）　・d払い　・ゆめか　　
　　　　　　　　　　・楽天Edy　　・楽天ペイアプリ　・WAON
　③県内対象店舗での決済サービスの利用（お買い物orチャージ）

マイナポイント付与対象になるマイナンバーカードの
申請期限は令和４年12月末までです！

※窓口の混雑状況によってはお待ちいただく場合もございます。ご了承ください。
お問合せ先　住民課　☎698－9804

12月28日までに①～③の取得要
件を満たした方は、国のマイナポ
イント(最大2万円)と徳島県版プ
レミアムポイント(最大３千円)を
合わせて取得することができます。

１階住民課窓口では、マイナン
バーカードの交付申請サポートや、
マイナポイントの申込み補助を実
施しています。この機会にマイナ
ンバーカードを作ってみませんか。

対象となる
決済サービス

「アクアプラザ」指定管理者の募集くらしの行政相談所 in フジグラン北島

お 問 合 せ 先

行政苦情110番

オンライン相談予約

行政相談マスコット
「キクーン」

秘密厳守
相談無料
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◆公共下水道使用可能区域の拡大と助成金について
　令和４年10月１日より、下記地図の　赤色　の区域において公共下水道を利用することができるようになりました。
この区域内で令和５年３月末までに接続工事が完了し下水道に接続された場合、工事費用として最大で40万円が
助成される制度があります。（別表参照）
　また、下水道に接続された場合、土
地面積に応じて受益者負担金を納めて
いただくこととなりますが、当該区域
内で令和５年９月末までに接続工事が
完了していれば免除となります。（新築、
建替え、事業所等の場合は受益者負担
金の免除はありません。）
　今回ご案内した該当区域内にお住ま
いの方は、下水道への切り替えについ
てぜひご検討ください。

◆令和４年度の下水道工事施工予定箇所について
　今年度は、下記地図の　青色　の区域において下水道管の埋設工事を予定しております。工事中につきましては、
付近の皆様方にはご不便、ご迷惑をおかけしますが、お車の出入り等、出来る限りの配慮をさせていただきます
ので何卒、ご理解、ご協力の程よろしくお願いいたします。
　なお、該当区域にお住まいの皆さまにつきましては、来年４月以降に下水道への接続工事が可能になる予定です。
　ご質問等ございましたら、北島町下水道課までご連絡ください。
 お問合せ先　下水道課　☎698−9818

【下水道普及促進対策助成金制度概要】（別表）

供用開始日から
の 経 過 期 間

助　　成　　金　　額
現況が合併浄化槽で
下水道へ接続する場合

現況が単独浄化槽またはくみ
取りトイレを水洗トイレに改
造して下水道へ接続する場合

6 ヶ月以内 20 万円 40 万円
6 ヶ月～ 1 年以内 15 万円 35 万円
1 年～ 2 年以内 10 万円 30 万円
2 年～ 3 年以内 5 万円 25 万円
4 年目以降 なし なし
※接続工事費が助成金額に満たない場合は、工事費用額が助成限度額
となります。

令和４年度 公共下水道供用開始区域と工事施工予定箇所
下水道課からのお知らせ

下水道を使用できる区域と
令和４年度の施工予定箇所

まちみらい課

　みなさん　ご一緒に
『北島チューリップ公園』に球根を植え付けましょう
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　徳島農大では、２年間で、農業技術や農業ビ
ジネスが学べます。
　２年間の栽培実習や加工販売実習を通して実
践力が身につきます。さらにトラクター運転や
ドローン操作等、各種資格取得も可能です。卒
業後は、自営就農の他、農業法人・一般企業・
公務員などに就職し、活躍しています。

１　一般入学試験　
　願書受付＜12月20日㈫～
　　　　　　　　　　　令和５年１月５日㈭＞
　試験日程＜令和５年１月12日㈭＞　
　試験内容＜筆記試験（国語・一般教養）、口

述試験＞

２　卒業時の資格
　専門士（農業専門課程）

３　２年間の必要経費
　43万円程度（入学金・授業料・他）

４　お問合せ先
　徳島県立農林水産総合技術支援センター農業
大学校（☎674－1026）　
      
　　　※受験資格、提出書類など
　　　　　　　　詳しくはこちら→

徳島県立農業大学校で学ぼう！
令和5年度の入学生募集‼
既卒者の方も歓迎‼ 「認知症とともによりよく生きる」

令和４年度　認知症総合支援事業一般講演会

～若年性認知症について考える～

鼎談： ご本人　島田豊彰氏　ご家族　島田和美氏
徳島県若年性認知症支援コーディネーター　大下直樹氏

11月23日（水・祝）
10時30分～11時30分

（開催方法）
①　現地参加（役場７階大ホール）先着20名
②　Zoomウェビナーライブ配信　先着500名

（申込み）
①　現地参加
　　お電話でお申込みください。
②　Zoom参加
　　メールでお申込みください。
※本文に氏名、所属、連絡先を記載してください。

北島町地域包括支援センター
☎698－8951
Mail：houkatsu@kitajima.i-tokushima.jp
11月15日㈫までにお申込みください。

若年性認知症とは？
65歳未満で認知症を発症した場合、「若年性認知症」と言います。
現役世代であり、ご本人だけでなくご家族の生活にも大きな影響
があります。
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内
小
・
中
学
校
の
児

童
・
生
徒
か
ら
作
品
を
募
集
し
ま
し

た
。

　
ポ
ス
タ
ー
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
に
は

小
学
生
か
ら
36
点
、
中
学
生
か
ら

１
５
８
点
と
、
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

作
品
コ
ン
ク
ー
ル
に
は
小
学
生
か
ら

１
０
８
点
、
中
学
生
か
ら
６
５
１
点

の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

作
品
の
町
審
査
会
を
９
月
７
日
に
開

催
い
た
し
ま
し
た
。
審
査
に
は
各
学

校
の
担
当
の
先
生
、
明
る
い
選
挙
推

進
委
員
、
選
挙
管
理
委
員
が
あ
た
り
、

厳
正
な
審
査
の
結
果
、
次
の
方
々
の

作
品
が
優
秀
作
品
と
し
て
選
ば
れ
ま

し
た
。
特
選
作
品
は
二
次
審
査
と
し

て
県
審
査
に
提
出
い
た
し
ま
す
。

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ　
　
　
　
　
（
順
不
同
）

北
島
北
小
学
校　
５
年　

竹
田　
結
仁

「
そ
の
一
票
で
笑
顔
の
国
を
!!
」

北
島
北
小
学
校　
６
年　

桃
田　
彩
愛

「
投
票
が　
未
来
へ
進
む　
一
歩
に
な
る
」

北
島
南
小
学
校　
４
年　

中
島　
龍
玖

「
と
ど
け
よ
う
！　
み
ん
な
の
気
も
ち　
こ
の
一
ぴ
ょ
う
」

北
島
南
小
学
校　
４
年　

井
村　
楓
果

「
そ
の
１
ぴ
ょ
う
は　
み
ん
な
の
明
日
を
作
り
出
す
」

北
島
南
小
学
校　
４
年　

山　
絢
菜

「
あ
な
た
の
一
票
で
未
来
を
か
え
る
」

ポ
ス
タ
ー

（
順
不
同
）

北
島
北
小
学
校

　
　
　
　
４
年　
谷
村　
晃
汰

　
　
　
　
６
年　
松
本　
凛
乃

北
島
小
学
校

　
　
　
　
５
年　
吉
田　
樹
生

　
　
　
　
６
年　
小
田　
歩
奈

北
島
南
小
学
校

　
　
　
　
６
年　
合
田　
奈
央

　
　
　
　
６
年　
竹
内　
璃
乃

　
　
　
　
６
年　
前
田　
桃
花

　
　
　
　
６
年　
髙
橋　
柚
衣

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ（

順
不
同
）

北
島
北
小
学
校

　
　
　
　
５
年　
坪
井　
湊
心

　
　
　
　
６
年　
米
田　
琉
音

　
　
　
　
６
年　
佐
坂　
　
凛

北
島
南
小
学
校

　
　
　
　
４
年　
永
井　
颯
真

　
　
　
　
４
年　
小
石　
京
右

北島北小学校　４年　森　　優芽

北島南小学校　６年　金泉　悠大

北島小学校　６年　脇田　真妃

北
島
北
小
学
校　
６
年　

森　
　
千
晶

北
島
北
小
学
校　
５
年　

松
田　
蒼
汰

ポ
ス
タ
ー　
　
　
　
　
（
順
不
同
）

特選

特選

入選

入選

小
学
校
の
部

明るい選挙
啓発ポスター・
キャッチフレーズ
　　町審査会結果

北島町選挙管理委員会
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キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ　
　
　
　
　
（
順
不
同
）

北
島
中
学
校　
１
年　

板
垣　
智
稀

「
僕
の
お
も
い　
託
す
よ
君
に　
投
票
で
！
」

北
島
中
学
校　
２
年　

多
田　
　
葵

「
そ
の
一
票　
あ
な
た
の
分
だ
よ
？　
捨
て
な
い
で
」

北
島
中
学
校　
２
年　

籔
内
あ
さ
ひ

「
18
歳　
手
に
入
れ
た
権
利
で　
意
思
表
示
」

北
島
中
学
校　
２
年　

藤
川　
　
陽

「
た
っ
た
一
票　
さ
れ
ど
一
票　
変
え
よ
う
未
来
」

北
島
中
学
校　
３
年　

森　
　
清
良

「
広
が
る
選
挙　
彩
る　
世
界
」

ポ
ス
タ
ー

（
順
不
同
）

北
島
中
学
校１

年　
酒
井　
　
優

１
年　
田
原　
莉
央

２
年　
岸
田　
樹
季

２
年　
天
羽　
優
斗

２
年　
玉
川　
杏
紗

２
年　
松
本　
萌
良

２
年　
大
森　
弘
貴

３
年　
穐
山
稀
乃
香

３
年　
岩
城　
姫
花

３
年　
陰
谷　
悠
夏

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ（

順
不
同
）

北
島
中
学
校１

年　
久
米　
杏
恋

１
年　
岡
田　
寛
二

１
年　
松
永　
悠
良

２
年　
亀
井　
奏
雅

２
年　
忠
津　
苺
花

２
年　
中
内　
咲
江

２
年　
大
塚
颯
太
朗

２
年　
吉
田　
奈
央

３
年　
西
條　
柚
希

３
年　
森　
　
友
華

北島中学校　２年　下司來琉未北島中学校　３年　直江　春紀

北
島
中
学
校　
３
年　

和
泉
舞
維
子

北
島
中
学
校　
１
年　

河
野　
由
笑

北
島
中
学
校　
３
年　

吉
村　
咲
良

ポ
ス
タ
ー　
　
　
　
　
（
順
不
同
）

特選

特選

入選

入選

中
学
校
の
部

「毎月20日はあいさつ運動の日です」
11月のあいさつ運動は11月18日㈮に行います。

※あいさつ運動の際には、マスク等の着用や、人との間隔は適切な距離を空けるよう
　努めてください。

北島町青少年健全育成町民会議

お 知 ら せ

あいさつで人と人とのこころをつなごう。



【胃がん（バリウムによる検査）・大腸がん・
　前立腺がん・肝炎・骨粗鬆症検診】11月末日まで

実施機関：町内委託医療機関
対象の方：「受診券」の各検診の欄に◯印が示されています。

【胃がん検診（胃内視鏡による検査）】11月末日まで

実施機関：県内委託医療機関
対象の方：「受診券」の各検診の欄に◯印が示されています。
※検査をご希望の方は、健康保険課までご連絡ください。問
　診票等をお送りいたします。（期限が間近ですので、お早
　めにお願いいたします。）

【子宮頸がん・乳がん検診】令和 5年３月末日まで

実施機関：県内委託医療機関
対象の方：「受診券」の各検診の部分にお名前を記載しています。
※「受診券」記載の医療機関以外でも受診できる場合がありま
　すので、町報６月号または北島町ホームページをご確認く
　ださい。また、「問診票設置箇所」欄が空白となっている医
　療機関で受ける場合は、事前に健康保険課までご連絡くだ
　さい。問診票をお渡しします。

　対象の方には、５月下旬に青色の「受診券」にてご案
内しております。健康管理のため
に、定期的な検診受診をおすすめし
ます。詳細は「受診券」をご確認く
ださい。北島町では、集団検診の
他、個別検診も実施しております。
下記の検診は、個別検診で受けるこ
とのできる検診です。

今年のがん検診はお済みですか？

詳しくは青色の受診券を
　　　　ご確認ください→

50歳以上
内視鏡検査

胃がん検診

40歳以上の女性
マンモグラフィ－

乳がん検診
20歳以上の女性
細胞診

子宮頸がん検診

40歳以上
バリウム検査

胃がん検診
40歳以上
便潜血

大腸がん検診

50歳以上の男性
血液検査

前立腺がん検診
40～74歳
血液検査

肝炎ウイルス検査

40歳以上の女性
レントゲン検査

骨粗鬆症検診

※過去に肝炎ウイルスと
診断を受けたことの無
い方（B・C型肝炎と診
断された方は対象外）

11月14日は世界糖尿病デーです

がん検診の
　受診券（青）

　青い丸をモチーフにした「ブルーサークル」は、“Unite 
for Diabetes”（糖尿病との闘いのため団結せよ）というキャッ
チフレーズとともに、糖尿病抑制を推進するために世界共通で
使われているシンボルマークです。
　毎年11月14日は世界糖尿病デーとされており、世界に拡が
る糖尿病の脅威に対応するために、糖尿病の予防や治療継続の
重要性について全世界で啓発されています。

　食の欧米化が進む日本では糖尿病はとても身近な病気
です。
　しかし、糖尿病は自覚症状がなく、3人に1人は糖尿病
になっていることに気がついていないといわれています。
　あなたの血液は健康ですか？食欲の秋、運動の秋、過
ごしやすい季節となり、健康について考えやすい時期と
なりました。この世界糖尿病デーを機に、特定健診を受
けて、体の中の状態を「見える化」してみましょう。健
診をすでに受診した方は、自分の数値について再度見直
してみましょう。

世界糖尿病デーとは？

あなたの血液は健康ですか？

気づいていないだけで、あなたも糖尿病になっているかもしれません！

まずは
自分の体の
中を知ろう！

放置せず、相談しよう！

対象の受診券で、
血液検査・尿検査・
血圧測定・身体測定
などができます

ヤング健診（20～39才）
　青色の受診券で受診
特 定 健 診（40～74才）
〈北島町国保加入の方〉
　緑色の受診券で受診 
〈社会保険加入の方〉
　保険証の発行元にご確認ください
後期高齢者健康診査（75才以上）
　ピンク色の受診券で受診

〈北島町に住民票がある方〉健診結果個別相談
糖尿病の方をはじめ、
糖尿病の疑いのある方、
不安のある方の相談を
受け付けています。
年に一度、健診結果を
一緒に振り返ってみま
せんか？

11月
９㈬
10㈭
21㈪
29㈫

12月
６㈫
12㈪
21㈬
22㈭

１月
18㈬
20㈮
23㈪
31㈫

２月
10㈮
15㈬
20㈪
28㈫

３月
２㈭
13㈪
15㈬
24㈮
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北島町文化協会芸能大会北島町文化協会芸能大会
令和４年度令和４年度

№ 種　目 出　演　演　目 クラブ 出演者

1 社交ダンス ラテン＆スタンダード 北島町ダン
ス愛好会

北島町ダン
ス愛好会

2 詩 吟 事に感ず 欽水流 佐々木秀介

3 詩 吟 汪倫に贈る 欽水流 桑原　良弘

4 オカリナ 知床旅情　22 才の別れ
アメージンググレイス

オカリナ同好会 
ツリーポ北島

オカリナ同好会 
ツリーポ北島

5 ハーモニカ 北風小僧の寒太郞
ふるさと　花言葉の唄

サンライフハー
モニカクラブ

サンライフハー
モニカクラブ

6 日本舞踊 伊豆の雨 真鶴会 吉成　佐枝

7 詩 吟 九段の桜 欽水流 田村　英雄

8 詩 吟 立山を望む 欽水流 生越由美子

9 日本舞踊 古城 翔の会 望月　幸子

10 バ レ エ ジプシーのおどり Emy プレバレエ
カルチャークラス

Emy プレバレエ
カルチャークラス

11 バ レ エ バレエコンサート Emyクラシック
バレエエコル

Emyクラシック
バレエエコル

12 詩 吟 稲むら懐古 欽水流 芝原　正敏

13 詩 吟 辞世 欽水流 髙畠　功次

14 大 正 琴 命あたえて
あばれ太鼓

北島もくせ
いクラブ

北島もくせ
いクラブ

15 フラダンス ポーライライ
ニイハウ・イカ・マーリエ

フラ　ハーラウ
プアラニピカケ

フラ　ハーラウ
プアラニピカケ

16 フラダンス メカナニ・アウ・カウポ
レイナニ

フラ　ハーラウ
プアケニケニ

フラ　ハーラウ
プアケニケニ

№ 種　目 出　演　演　目 クラブ 出演者

17 三 味 線 五色の糸 稀聲会 稀聲会

18 日本舞踊 江戸の四季 菊丸会 渡　　芳子

19 新 舞 踊 荒城の月 サンライフ
新舞踊クラブ

平尾しげみ　
松本　悦子

20 日本舞踊 織田信長 菊丸会 渡　　博充

21 詩 吟 早に白帝城を発す 鶯風流 蟻田　洋子

22 詩 吟 九段の桜 鶯風流 阿部　君子

23 新 舞 踊 月の宿 あやの会 美吉　勝美

24 日本舞踊 松竹梅 翔の会 浜田　澄子

25 民謡三味線 隠岐祝い音頭他 梅若流藍喜会 梅若流藍喜会

26 オカリナ みかんの花咲く丘　学園広場
紅葉（もみじ）　峠の我が家

北島オカリ
ナ同好会

北島オカリ
ナ同好会

27 詩 吟 剣山 鶯風流 松原　伸夫

28 詩 吟 立山を望む 鶯風流 木虎　　貢

29 ベ リ ー
ダ ン ス ファンベール＆シャキーラ オ レ ン ジ・

ガーネット
オレンジ・
ガーネット

30 日本舞踊 花の手古舞 翔の会 川 野 昌 子、
（後見）中川明美

31 新 舞 踊 花はあなたの肩に咲く あやの会 木村　文子
　　他２名

32 新 舞 踊 流れて津軽 サンライフ
新舞踊クラブ 高田　郁江

33 新 舞 踊 雪の連れ舞い サンライフ
新舞踊クラブ

椎野シマ子　
高田　隆子

34 童 謡 南国土佐を後にして　とんがり帽子
みかんの花咲く丘 北島バラード 北島バラード

多数のご来場をお待ちしております。
※当日、都合によりプログラムが変更される場合があります。

日時：11月20日㈰　10時20分開会
場所：北島町立図書館・創世ホール



【胃がん（バリウムによる検査）・大腸がん・
　前立腺がん・肝炎・骨粗鬆症検診】11月末日まで

実施機関：町内委託医療機関
対象の方：「受診券」の各検診の欄に◯印が示されています。

【胃がん検診（胃内視鏡による検査）】11月末日まで

実施機関：県内委託医療機関
対象の方：「受診券」の各検診の欄に◯印が示されています。
※検査をご希望の方は、健康保険課までご連絡ください。問
　診票等をお送りいたします。（期限が間近ですので、お早
　めにお願いいたします。）

【子宮頸がん・乳がん検診】令和 5年３月末日まで

実施機関：県内委託医療機関
対象の方：「受診券」の各検診の部分にお名前を記載しています。
※「受診券」記載の医療機関以外でも受診できる場合がありま
　すので、町報６月号または北島町ホームページをご確認く
　ださい。また、「問診票設置箇所」欄が空白となっている医
　療機関で受ける場合は、事前に健康保険課までご連絡くだ
　さい。問診票をお渡しします。

　対象の方には、５月下旬に青色の「受診券」にてご案
内しております。健康管理のため
に、定期的な検診受診をおすすめし
ます。詳細は「受診券」をご確認く
ださい。北島町では、集団検診の
他、個別検診も実施しております。
下記の検診は、個別検診で受けるこ
とのできる検診です。

今年のがん検診はお済みですか？

詳しくは青色の受診券を
　　　　ご確認ください→

50歳以上
内視鏡検査

胃がん検診

40歳以上の女性
マンモグラフィ－

乳がん検診
20歳以上の女性
細胞診

子宮頸がん検診

40歳以上
バリウム検査

胃がん検診
40歳以上
便潜血

大腸がん検診

50歳以上の男性
血液検査

前立腺がん検診
40～74歳
血液検査

肝炎ウイルス検査

40歳以上の女性
レントゲン検査

骨粗鬆症検診

※過去に肝炎ウイルスと
診断を受けたことの無
い方（B・C型肝炎と診
断された方は対象外）

11月14日は世界糖尿病デーです

がん検診の
　受診券（青）

　青い丸をモチーフにした「ブルーサークル」は、“Unite 
for Diabetes”（糖尿病との闘いのため団結せよ）というキャッ
チフレーズとともに、糖尿病抑制を推進するために世界共通で
使われているシンボルマークです。
　毎年11月14日は世界糖尿病デーとされており、世界に拡が
る糖尿病の脅威に対応するために、糖尿病の予防や治療継続の
重要性について全世界で啓発されています。

　食の欧米化が進む日本では糖尿病はとても身近な病気
です。
　しかし、糖尿病は自覚症状がなく、3人に1人は糖尿病
になっていることに気がついていないといわれています。
　あなたの血液は健康ですか？食欲の秋、運動の秋、過
ごしやすい季節となり、健康について考えやすい時期と
なりました。この世界糖尿病デーを機に、特定健診を受
けて、体の中の状態を「見える化」してみましょう。健
診をすでに受診した方は、自分の数値について再度見直
してみましょう。

世界糖尿病デーとは？

あなたの血液は健康ですか？

気づいていないだけで、あなたも糖尿病になっているかもしれません！

まずは
自分の体の
中を知ろう！

放置せず、相談しよう！

対象の受診券で、
血液検査・尿検査・
血圧測定・身体測定
などができます

ヤング健診（20～39才）
　青色の受診券で受診
特 定 健 診（40～74才）
〈北島町国保加入の方〉
　緑色の受診券で受診 
〈社会保険加入の方〉
　保険証の発行元にご確認ください
後期高齢者健康診査（75才以上）
　ピンク色の受診券で受診

〈北島町に住民票がある方〉健診結果個別相談
糖尿病の方をはじめ、
糖尿病の疑いのある方、
不安のある方の相談を
受け付けています。
年に一度、健診結果を
一緒に振り返ってみま
せんか？

11月
９㈬
10㈭
21㈪
29㈫

12月
６㈫
12㈪
21㈬
22㈭

１月
18㈬
20㈮
23㈪
31㈫

２月
10㈮
15㈬
20㈪
28㈫

３月
２㈭
13㈪
15㈬
24㈮
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子育て支援課　☎698−8909

　子育て世代包括支援センター「にこふわ」では、安心して妊娠・出産・育児ができるように、保健師・管理
栄養士・保育士・助産師が個別の育児相談（随時対応）や教室等を行っています。（新型コロナウイルスの感
染状況等により、中止となる場合がございます。ご了承ください。）
※「にこふわ」（愛称の意味・愛称に込めた思い：悩みを相談できたら、にこにこ笑顔でふわっと気持ちが明るくなるように）

～ 11月の教室・相談 ～　※要予約
 

◎お母さんのお話タイム･･･家庭や地域での妊産婦等の孤立感解消を図ることを目的に、保健相談センターの和室
を開放しています。　※♡の日は、保育士の「親子遊び」、★の日は、理学療法士のママのセルフケア（体操）
やマインドワークを実施しています♪（定員あり）

◎助産師による母乳相談･･･母乳相談以外にも、赤ちゃんを迎える準備物やお風呂の入れ方など不安に思っている
ことにお答えします。（個別対応）

◎楽育（抱っこ）教室　･･･助産師が、抱っこの仕方や寝かしつけた赤ちゃんを起こさずベッドに寝かせる方法、
赤ちゃんのからだ・発達に大切なことについて、お話しします。（定員あり）

◎ことばの発達応援教室･･･保育士と言語聴覚士が、ことばの発達を促す方法についてお話しします♪（定員あり）

　～ ママたちが自主運営している団体紹介♪～

おひさまくらぶ（育児サークル）
　毎週水曜日に、活動中♪活動内容としては、自由遊びが主ですが、図
書館の職員による絵本の読み聞かせや、保育士の先生と遊んだりしてい
ます。一度、見学にお越しください♪
　対　象：０歳～就園前までの幼児とその保護者
　場　所：保健相談センター、中央地区学習等供用施設（中央児童館）、　　　
　　　　　公園など
　費　用：無料（行事内容によって、実費負担が必要な場合があります）
　お問合せ先：子育て支援課　☎698−8909

ひなたぼっこ
　今年８月に設立した新しい団体です★赤ちゃん～高校生の子育てをし
ている方々が集まり、子育ての不安や悩み・楽しみなどを気軽に話した
り、聞いたりして情報交換して気分転換をはかることを目的に活動して
います♪
　お問合せ先：hinatabokko2022.8.18@gmail.com

事　業　名 対　　　象 時　　間 11月

お母さんのお話タイム 妊婦さんと１歳半までのお子さんをもつ育
児を楽しみたい保護者 13時30分～ 15時 ８日㈫★

28日㈪♡

助産師による母乳相談 妊婦さんと母乳育児を楽しみたい保護者
①13時～ 14時
②14時～ 15時
③15時～ 16時
④16時～ 17時

７日㈪
22日㈫

楽育（抱っこ）教室 妊婦さんと育児を楽しみたい保護者 13時30分～ 15時 21日㈪
ことばの発達応援教室 １歳半～３歳半のお子さんと保護者 9時30分～ 12時 25日㈮

子どもだけでも、大人だけでも、友達同士でも、家族で
も、誰でも参加できる地域食堂です。子どもの遊び広場
や、100円ショップ、楽しい学びの場なども開催してい
るのでぜひ遊びに来てね。 
【場所】北島町江尻字宮ノ本32-1 
　　　　江尻防災施設２階集会場（八幡神社境内） 
 ★焼肉「勝利」さんの北側だよ ★駐車場あり
 ★子ども100円ショップ出店者募集中★  

町内で子育て世代を対象に活動している住民団体♪

OPEN：毎月第3（土） 
      12:00～13:30 
     11月19日（土） 
     12月17日（土） 
     １月21日（土） 
     ２月18日（土） 
     ３月18日（土） 

北島子ども食堂　あすなろ

女性目線での防災対策を検討し、防災啓発を行っています。子育て支援課で開催している育児教室や幼稚園、みどり
子育てステーション、ペアネットさくら等で出前講座をしています。

まもるん女（女性防災会）

北島子ども食堂あすなろ 
お問合せ　☎090-2780-3580　担当：岡田 

すべての人がその人らしく安心して暮らして
いける社会をつくりたい、未来への希望を持
ち生きがいを感じられる社会をつくりたい、
この思いに賛同してくれた仲間たちと2022
年３月にManakaを立ち上げました。

地域のみなさまから支援していただいた食料
品等を、支援してくれたら嬉しいな(o^^o)
と思っているご家庭を対象にフードパント
リーを行っています。併せて寺子屋やロボッ
トプログラミング教室などもやっています！
♡事前登録制です　公式LINEからどうぞ⇒
　　　

フードパントリー＆寺子屋

♪♪ 楽しくあそびましょう ♪♪ 
子育て中の方にほっと一息つきながら、楽しく遊んでも
らえるようないこいの場を提供したいと思い、スタッフ
みんなで楽しく開催しています。皆さんの参加を心より
お待ちしています。　　　　　　 スタッフ一同より 
【内　容】ゲームやイベント企画など 
【対　象】小学生以下の子どもさんとそのご家族
【参加費】参加費 無料 要申込(電話またはQRコード) 
【開　催】毎月１回（月）※原則は最終の月曜日です 
【場　所】東高房老人憩いの家（八坂神社境内） 
　　　　　北島町高房字東中道10-1 

東高房わっしょい広場

東高房わっしょい広場  
お問合せ　☎080-8634-2931　担当：多田 　　 

元保育園や小学校の先生をしていたボランティアさんが 
子どもさんが夢中になれる作品づくりや、季節の食べ物を
楽しむ会などを企画。近所のおばちゃんとアットホームに
過ごせる、親子さんにとって、おうちのようなほっとでき
る居場所にしたいと願っています。遊びにきてね～♪

 
【内　容】作品づくり・季節の食べ物を楽しむ時間など 
【対　象】親子さん（子どもさん対象年齢：未就学児程度） 
【参加費】親子１組500円 （定員：５組程度） 
【開　催】毎月１回（金）※何週目かは月毎に異なります 
【場　所】北島町江尻字柳池12-1 

みんなのおうち

NPO法人YOU&ゆう事務所内 
きらきらハッピー（事務局：NPO法人YOU&ゆう） 
お問合せ　☎678-5638　担当：岡田  

じょ

グリーンタウン防災施設にて月１回開催
北島町新喜来字下竿1-16

一般社団法人Manaka（マナカ）
　代表 門出（もんで）☎080-6399-3578　

ホームページ

　LINE（登録用）

お申込用 
QRコード 

まもるん女からの「イベント案内」「防災・減災に関する情報」をこちらのLINEで発信中
じょ
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子どもだけでも、大人だけでも、友達同士でも、家族で
も、誰でも参加できる地域食堂です。子どもの遊び広場
や、100円ショップ、楽しい学びの場なども開催してい
るのでぜひ遊びに来てね。 
【場所】北島町江尻字宮ノ本32-1 
　　　　江尻防災施設２階集会場（八幡神社境内） 
 ★焼肉「勝利」さんの北側だよ ★駐車場あり
 ★子ども100円ショップ出店者募集中★  

町内で子育て世代を対象に活動している住民団体♪

OPEN：毎月第3（土） 
      12:00～13:30 
     11月19日（土） 
     12月17日（土） 
     １月21日（土） 
     ２月18日（土） 
     ３月18日（土） 

北島子ども食堂　あすなろ

女性目線での防災対策を検討し、防災啓発を行っています。子育て支援課で開催している育児教室や幼稚園、みどり
子育てステーション、ペアネットさくら等で出前講座をしています。

まもるん女（女性防災会）

北島子ども食堂あすなろ 
お問合せ　☎090-2780-3580　担当：岡田 

すべての人がその人らしく安心して暮らして
いける社会をつくりたい、未来への希望を持
ち生きがいを感じられる社会をつくりたい、
この思いに賛同してくれた仲間たちと2022
年３月にManakaを立ち上げました。

地域のみなさまから支援していただいた食料
品等を、支援してくれたら嬉しいな(o^^o)
と思っているご家庭を対象にフードパント
リーを行っています。併せて寺子屋やロボッ
トプログラミング教室などもやっています！
♡事前登録制です　公式LINEからどうぞ⇒
　　　

フードパントリー＆寺子屋

♪♪ 楽しくあそびましょう ♪♪ 
子育て中の方にほっと一息つきながら、楽しく遊んでも
らえるようないこいの場を提供したいと思い、スタッフ
みんなで楽しく開催しています。皆さんの参加を心より
お待ちしています。　　　　　　 スタッフ一同より 
【内　容】ゲームやイベント企画など 
【対　象】小学生以下の子どもさんとそのご家族
【参加費】参加費 無料 要申込(電話またはQRコード) 
【開　催】毎月１回（月）※原則は最終の月曜日です 
【場　所】東高房老人憩いの家（八坂神社境内） 
　　　　　北島町高房字東中道10-1 

東高房わっしょい広場

東高房わっしょい広場  
お問合せ　☎080-8634-2931　担当：多田 　　 

元保育園や小学校の先生をしていたボランティアさんが 
子どもさんが夢中になれる作品づくりや、季節の食べ物を
楽しむ会などを企画。近所のおばちゃんとアットホームに
過ごせる、親子さんにとって、おうちのようなほっとでき
る居場所にしたいと願っています。遊びにきてね～♪

 
【内　容】作品づくり・季節の食べ物を楽しむ時間など 
【対　象】親子さん（子どもさん対象年齢：未就学児程度） 
【参加費】親子１組500円 （定員：５組程度） 
【開　催】毎月１回（金）※何週目かは月毎に異なります 
【場　所】北島町江尻字柳池12-1 

みんなのおうち

NPO法人YOU&ゆう事務所内 
きらきらハッピー（事務局：NPO法人YOU&ゆう） 
お問合せ　☎678-5638　担当：岡田  

じょ

グリーンタウン防災施設にて月１回開催
北島町新喜来字下竿1-16

一般社団法人Manaka（マナカ）
　代表 門出（もんで）☎080-6399-3578　

ホームページ

　LINE（登録用）

お申込用 
QRコード 

まもるん女からの「イベント案内」「防災・減災に関する情報」をこちらのLINEで発信中
じょ
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企
画
展
示　
　

「
阿
波
の
絵
師　
山
本
柳
雪
」２

10
月
22
日
・
23
日
は
、
久
し
ぶ
り

に
町
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
期
に
合
わ
せ
て
、阿
波
の
絵
師「
山

本
柳
雪
（
り
ゅ
う
せ
つ
）」
の
作
品

を
展
示
し
ま
し
た
。（
借
用
含
む
）

先
月
号
に
続
き
、
そ
の
資
料
に
つ

い
て
、
さ
ら
に
解
説
を
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

以
下
、
作
品
名
の
後
、
解
読
し
た

書
き
込
み
で
す
。「
印
」
の
後
に
は

そ
の
内
容
、そ
の
次
に
は
制
作
年（
西

暦
）
と
制
作
時
の
年
齢
で
す
。

一
、「
山
水
図
」

　
甲
子
冬
の
日

　
　
養
三
居
柳
雪

　
　
　
　
基
学
山
人　
印　
印

　
　
　
　
　
　
山
本
重
印　
柳
雪　

　
　
　
　
　
　
１
９
２
４
年　
35
歳

二
、「
鳴
門
春
旭
」

　
昭
和
庚
寅　
春

　
養
三
居
基
学
柳
雪　
印　
印

　
　
　
　
　
　
山
本
重
印　
柳
雪

　
　
　
　
　
　
１
９
５
０
年　
61
歳

三
、「
お
ひ
な
さ
ま
」

　
昭
和
壬
午
春

　
写
臭
実　
養
三
居
基
学
作

　
　
　
　
　
　
　
　
印　
印

　
　
　
　
　
山
本
重
印　
柳
雪

　
　
　
　
　
　
１
９
４
２
年　
53
歳

四
、「
鍾
馗
像
」

　
基
学　
印

　
　
　
　
　
　
　
　
柳
雪

　
　
　
　
　
　
１
９
５
１
年　
62
歳

五
、「
鍾
馗
像
」

　
昭
和
己
丑　
夏　
養
三
居
基
学

　
耕
變　
　
印　
印

　
　
　
山
本
重
印　
柳
雪

　
　
　
　
　
　
１
９
４
９
年　
60
歳

四
の
「
鍾
馗
像
」
以
外
は
、
そ
れ

ぞ
れ
、
作
成
年
が
元
号
と
十
干
十
二

支
（
じ
っ
か
ん
じ
ゅ
う
に
し
）
表
記
、

俳
号
の
「
基
学
（
き
が
く
）」、
庵
号

の
「
養
三
居
（
よ
う
ざ
ん
き
ょ
）」

が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
印
は
「
山
本
重
印
」
と

本
名
の
一
文
字
を
入
れ
た
も
の
と
、

号
の
「
柳
雪
」
の
２
種
類
が
押
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

図
書
館
学
芸
員　
　

原　

多
賀
子

　
解
読
協
力
者

元
武
者
小
路
実
篤
記
念
館

専
門
員

伝
承
文
化
研
究
会
会
員　

村
田
三
恵

「
山
水
画
」
以
外

山
本
柳
雪
作
品
集

よ
り

撮
影　
江
富
久
雄

２
０
０
１
年
10
月

発
行

「
三
木
ガ
ー
デ
ン

　

　歴
史
資
料
館
」資
料

北島町
所蔵

№87

左から　「鍾馗像」「鍾馗像」「おひなさま」「鳴門春旭」「山水画」（縮尺任意）

書き込み・印　拡大　　左から　「鍾馗像」「鍾馗像」「おひなさま」「鳴門春旭」「山水画」
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９
月
度
月
例
杯　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

期
日　
９
月
２
日
㈮　
参
加
者
数
29
名

場
所　
北
島
町
中
央
グ
ラ
ウ
ン
ド

優　
勝　
臼
木
加
代
子　
30
打
○ホ
３

準
優
勝　
山
本
み
つ
子　
32
打
○ホ
２

第
３
位　
高
畠
美
津
子　
32
打
○ホ
１

第
４
位　
室　
　
郁
子　
34
打
○ホ
１

第
５
位　
佐
々
木
幸
雄　
34
打
○ホ
１

第
25
回
普
及
指
導
員
有
資
格
者
研
修

大
会

期
日　
９
月
11
日
㈰　
参
加
者
数
367
名

場
所　
吉
野
川
南
岸
多
目
的
広
場

　
男
性
の
部

第
４
位　
柏
木　
　
操

　
　
　
　
　
　
　
　
3R　
56
打
○ホ
２

（
北
島
町
Ｇ
Ｇ
協
会
関
係
の
み
）

月
・
日

大　
会　
名　
称

チ
ー
ム
・
人
員

成　
　
績

グ
ロ
ス
ネ
ッ
ト

８
・
27
８
月
度
ペ
ア
マ
ッ
チ
大
会

　
場
所　
親
水
公
園
ゆ
と
り
芝
コ
ー
ス

32
名

優
勝　
岡
部　
文
子　
冨
士　
繁
男

75

61

２
位　
阿
部
美
恵
子　
中
村　
俊
一

76

69

３
位　
大
松
ツ
タ
エ　
日
野　
弘
一

91

70

９
・
10
９
月
度
月
例
大
会

　
場
所　
親
水
公
園
ゆ
と
り
芝
コ
ー
ス

34
名

優
勝　
　
　
　
内
藤　
　
昇

78

61

２
位　
　
　
　
元
木　
晴
男

87

66

３
位　
　
　
　
藤
崎
恵
美
子

107

71

ベ
ス
グ
ロ　
　
田
村　
健
治

76

月
例
大
会
で
は
、

内
藤
さ
ん
が
素
晴
ら
し
い
成
績
で

　
　
　
　
　
　
　
　見
事
優
勝
し
た
。

北
島
町

Ｔ
Ｂ
Ｇ
協
会

だ
よ
り

今
月
の
納
税

　
11
月
は
、
国
民
健
康
保
険
税
（
５

期
）
及
び
町
・
県
民
税
（
３
期
）
の

納
期
で
す
。

納
期
限　
11
月
30
日
㈬

※
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、前
日

ま
で
に
口
座
へ
ご
入
金
く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
】

　
税
務
課　
☎
６
９
８

−

９
８
０
３

催
　
　
　
し

第
41
回
徳
島
矯
正
展
開
催 

【
日　
時
】
11
月
５
日
㈯

　
　
　
　
　
　
８
時
30
分
～
17
時

【
場　
所
】
道
の
駅　
い
た
の

（
板
野
町
川
端
字
中
手
崎
39
―
５
）

【
主
な
実
施
内
容
】

・
矯
正
施
設
運
営
状
況
関
連
等
の
パ

ネ
ル
展
示

・
被
収
容
者
文
芸
作
品
等
の
展
示

・
徳
島
少
年
鑑
別
所
職
員
に
よ
る
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
を
使
用
し
た
性
格
検
査

・
刑
務
作
業
製
品
展
示
即
売

・
ち
び
っ
こ
刑
務
官
記
念
撮
影

【
お
問
合
せ
先
】

徳
島
刑
務
所
企
画
部
門（
作
業
担
当
）

☎
６
４
４
―
０
１
１
４

就
職
活
動
集
中
支
援
セ
ミ
ナ
ー

の
開
催 

　
自
分
に
見
合
っ
た
仕
事
を
見
つ
け

た
い
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
自

信
を
つ
け
た
い
、
求
人
票
の
見
方
や

探
し
方
を
知
り
た
い
方
な
ど
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

【
日　
時
】
12
月
19
日
㈪
・
20
日
㈫
・

21
日
㈬

各
日　
14
時
～
15
時
30
分

【
場　
所
】
藍
住
町
総
合
文
化
ホ
ー
ル

　
19
日
：
交
流
室
３

　
20
日
・
21
日
：
交
流
室
２
（
Ａ
）

【
定　
員
】
10
名(

事
前
予
約
制
）

【
対
象
者
】

　
就
労
を
希
望
す
る
15
～
49
歳
ま
で

の
無
業
の
方

※
事
前
予
約
制
で
す
の
で
、
お
電
話

で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
先
】

と
く
し
ま
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン

☎
６
０
２
―
０
５
５
３

シ
ニ
ア
世
代
の
再
就
職
に
関

す
る
総
合
窓
口
開
催

　
徳
島
県
生
涯
現
役
促
進
地
域
連
携

事
業
推
進
協
議
会
の
職
員
が
55
歳
以

上
の
皆
さ
ん
の
就
職
活
動
の
相
談
・

求
人
情
報
提
供
・
働
き
方
ア
ド
バ
イ

ス
な
ど
、
就
職
へ
の
お
手
伝
い
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

日
時　
11
月
16
日
㈬　
10
時
30
分
～

15
時
（
相
談
は
30
分
程
度
）

場
所　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
鳴
門

対
象
者　
55
歳
以
上
の
求
職
者

※
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。
希
望

場
所
・
日
時
を
事
務
局
へ
開
催
前

日
ま
で
に
電
話
予
約
の
う
え
、
お

越
し
く
だ
さ
い
。

お
申
込
み
・
お
問
合
せ
先

徳
島
県
生
涯
現
役
促
進
地
域
連
携
事

業
推
進
協
議
会　
事
務
局

☎
６
７
６

−

４
４
２
１

（
平
日
９
時
～
17
時
）

の
お
知
ら
せ

11
月月
11

お

　く

　や

　み

（
９
月
届
分
）（
敬
称
略
）

　
あ
な
た
の
買
っ
た
た
ば
こ
１
箱

か
ら
１
０
５
円
24
銭
が
た
ば
こ
税

と
し
て
町
に
収
入
さ
れ
ま
す
。

北
島
町

た
ば
こ
は
町
内
で

　
　買
い
ま
し
ょ
う

三
　
好
　
美
智
子
（
75
歳
）
鯛
　
浜

河
　
井
　
富
美
子
（
92
歳
）
新
喜
来

三
　
輪
　
　
　
惠
（
80
歳
）
鯛
　
浜

　
　
　
　
　
　
　
（
83
歳
）
鯛
　
浜

野
　
田
　
和
　
子
（
84
歳
）
北
　
村



４つの習慣
　１．寝たばこは絶対にしない、させない。
　２．ストーブの周りに燃えやすいものを置かない。
　３．こんろを使うときは火のそばを離れない。
　４．コンセントはほこりを清掃し、不必要なプラグは抜く。

６つの対策
　１．火災の発生を防ぐために、ストーブやこんろ等は安全装置のついた機器を使用する。
　２．火災の早期発見のために、住宅用火災警報器を定期的に点検し、10年を目安に交換する。
　３．火災の拡大を防ぐために、部屋を整理整頓し、寝具、衣類及びカーテンは、防炎品を使用する。
　４．火災を小さいうちに消すために、消火器等を設置し、使い方を確認しておく。
　５．お年寄りや身体の不自由な人は、避難経路と避難方法
　　　を常に確保し、備えておく。
　６．防火防災訓練への参加、戸別訪問などにより、地域ぐ
　　　るみの防火対策を行う。

11月９日～11月15日

お問合せ　　板野東部消防組合消防本部　☎698－0119

防火標語（2022年度全国統一防火標語） 「お出かけは　マスク戸締り　火の用心」

秋季全国火災予防運動秋季全国火災予防運動

住
宅
防
火  

い
の
ち
を
守
る  

10
の
ポ
イ
ン
ト

■ NET119緊急通報システムとは
　聴覚や発話などに障がいがあり、音声による緊急通報に
不安がある方が携帯電話やスマートフォンなどで、全国ど
こからでも簡単にインターネットを利用し緊急通報できま
す。通報と同時に、携帯電話等のＧＰＳ情報により外出先
でも通報者の居場所を特定し、チャット形式で文字による
対話を行い、消防車や救急車の迅速な出動につなげること
ができます。

■ 利用対象者
　北島町在住、または在勤・在学されている方で、聴覚や
発話などに障がいがあり、音声による119番通報に不安の
ある方。
◆ご利用には事前登録が必要になります。（登録料、利用
料は無料になりますが、通報時の通信料は別途必要とな
ります）登録を希望される方は、板野東部消防組合通信
指令課までお越しください。

■詳しくはホームページをご覧いただくか、板野東部消防
組合通信指令課までお問合せください。
　　　　［お問合せ］板野東部消防組合　通信指令課
　　　　　　　　　　☎698－9119/ FAX 697－3014

聴覚や発話に障がいのある方へ

NET119緊急通報システムのご案内

出 動通 報
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在
宅
当
番
医
割
出
表

　11月３日（木・祝） 藍住町 内科クリニック・オクムラ 692−4771
　11月６日㈰ 藍住町 きはら耳鼻咽喉科医院 693−0087
　11月13日㈰ 藍住町 こやま小児科内科クリニック 637−3211
　11月20日㈰ 藍住町 増田クリニック 693−3020
　11月23日（水・祝） 藍住町 杉みね整形クリニック 693−1021
　11月27日㈰ 藍住町 大久保内科 692−1220

急に在宅当番医が変わること
があります。
もし、病院に連絡がつかない
場合は、板野東部消防本部

（☎698−9119）にご連絡く
ださい。

ス
マ
ホ
教
室
開
催
！

【
日　
時
】　
11
月
16
日
、
30
日
、
12

月
７
日
、
14
日　
水
曜
日

〇
Ａ
ク
ラ
ス
：
10
時
30
分
～
12
時

〇
Ｂ
ク
ラ
ス
：
14
時
～
15
時
30
分

【
内　
容
】　
ス
マ
ホ
の
基
本
操
作
や

音
声
入
力
、LIN

E

ア
プ
リ
の
使
い

方
、
ビ
デ
オ
通
話
体
験
な
ど

※
両
ク
ラ
ス
同
内
容

【
場　
所
】　
北
島
町
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー 

集
会
室

【
対　
象
】　
北
島
町
内
在
住
65
歳
以

上
の
方

【
参
加
費
】　
無
料

【
定　
員
】　
各
ク
ラ
ス
先
着
12
名

【
準
備
物
】　
講
座
内
で
は
体
験
用
の

ス
マ
ホ
を
使
用
し
ま
す
。

※
ご
利
用
中
の
ス
マ
ホ
の
使
い
方
等

も
質
問
・
相
談
可
。

【
申
込
み
】　
11
月
１
日
㈫
よ
り
開
始
。

（
定
員
に
な
り
次
第
終
了
）
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
に
来
所
、
ま
た
は
電
話

に
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

花
の
寄
せ
植
え
講
習
会
参
加

者
募
集
! ! season2

　
花
の
寄
せ
植
え
体
験
で
植
物
に
触

れ
育
て
る
楽
し
み
を
見
つ
け
元
気
に

な
り
ま
し
ょ
う
。

【
日　
時
】　
12
月
13
日
㈫　
14
時
～

【
場　
所
】　
北
島
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー　
作
業
室

【
対　
象
】　
北
島
町
在
住
の
65
歳
以

上
の
方

【
人　
数
】　
24
名(

先
着
順)

※
前
回
（
２
０
２
２
年
７
月
５
日
）

の
参
加
者
は
除
く

【
材
料
費
】　
５
０
０
円

【
準
備
物
】　
持
ち
帰
り
用
袋
、
ス

コ
ッ
プ
、
手
袋
、
エ
プ
ロ
ン
な
ど

【
講　
師
】　
三
翠
園　
伊
丹
忠
義
氏

徳
島
植
物
園 

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
講
師

　
　
　
　
　
　
　
　
　
生
田
誠
治
氏

【
申
込
み
】　
11
月
７
日
㈪
～
11
月
11

日
㈮
ま
で
に
電
話
、
ま
た
は
フ
ァ
ッ

ク
ス
（
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
連
絡
先
電
話
番
号
）
に
て
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対

策
と
し
て
、
マ
ス
ク
着
用
を
お

願
い
し
ま
す
。
風
邪
症
状
等
あ

る
場
合
は
参
加
を
お
見
送
り
く

だ
さ
い
。
感
染
状
況
に
よ
り
変

更
・
中
止
す
る
場
合
が
ご
ざ
い

ま
す
。

第24回北島町ボランティアふれあいまつり・じどうかんまつり
３児童館同時開催！「まつりだ！わっしょい！あそんじゃ王国」

日　時：11月19日㈯　＜午前の部＞10：15～12：15　＜午後の部＞13：30～15：30
場　所：北島中央児童館・北島南児童館・北島北児童館
参加費：１回の参加につき100円
定　員：各児童館　午前の部　80名／午後の部　80名（先着順）
内　容：＜やってみよう＞巨大めいろ・制作・あそびコーナー　チャレンジコーナー
　　　　＜なりきりキッズ＞いろいろなお仕事を体験してみよう！
　　　　＜イベント＞楽しいイベントがやってくるよ。お楽しみに！

　　　　
※新型コロナウイルス感染拡大防止のためマスクの着用をお願いし
ます。発熱や風邪の症状がある場合は参加をご遠慮ください。

※今後の感染拡大の状況により、中止となる場合があります。
※コロナ対策の為、人数制限があります。
※未就学児の参加は保護者同伴になります。

　　主催：社会福祉法人北島町社会福祉協議会・北島町児童館・北島町児童館保護者会
　　後援：北島町ボランティア連絡協議会・北島町商工会

３つの児童館どこに
行ってもOK！

　いっぱい遊んで

　　　「あそんじゃ
王」になろう！



４つの習慣
　１．寝たばこは絶対にしない、させない。
　２．ストーブの周りに燃えやすいものを置かない。
　３．こんろを使うときは火のそばを離れない。
　４．コンセントはほこりを清掃し、不必要なプラグは抜く。

６つの対策
　１．火災の発生を防ぐために、ストーブやこんろ等は安全装置のついた機器を使用する。
　２．火災の早期発見のために、住宅用火災警報器を定期的に点検し、10年を目安に交換する。
　３．火災の拡大を防ぐために、部屋を整理整頓し、寝具、衣類及びカーテンは、防炎品を使用する。
　４．火災を小さいうちに消すために、消火器等を設置し、使い方を確認しておく。
　５．お年寄りや身体の不自由な人は、避難経路と避難方法
　　　を常に確保し、備えておく。
　６．防火防災訓練への参加、戸別訪問などにより、地域ぐ
　　　るみの防火対策を行う。

11月９日～11月15日

お問合せ　　板野東部消防組合消防本部　☎698－0119

防火標語（2022年度全国統一防火標語） 「お出かけは　マスク戸締り　火の用心」

秋季全国火災予防運動秋季全国火災予防運動

住
宅
防
火  

い
の
ち
を
守
る  

10
の
ポ
イ
ン
ト

■ NET119緊急通報システムとは
　聴覚や発話などに障がいがあり、音声による緊急通報に
不安がある方が携帯電話やスマートフォンなどで、全国ど
こからでも簡単にインターネットを利用し緊急通報できま
す。通報と同時に、携帯電話等のＧＰＳ情報により外出先
でも通報者の居場所を特定し、チャット形式で文字による
対話を行い、消防車や救急車の迅速な出動につなげること
ができます。

■ 利用対象者
　北島町在住、または在勤・在学されている方で、聴覚や
発話などに障がいがあり、音声による119番通報に不安の
ある方。
◆ご利用には事前登録が必要になります。（登録料、利用
料は無料になりますが、通報時の通信料は別途必要とな
ります）登録を希望される方は、板野東部消防組合通信
指令課までお越しください。

■詳しくはホームページをご覧いただくか、板野東部消防
組合通信指令課までお問合せください。
　　　　［お問合せ］板野東部消防組合　通信指令課
　　　　　　　　　　☎698－9119/ FAX 697－3014

聴覚や発話に障がいのある方へ

NET119緊急通報システムのご案内

出 動通 報
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北島町第５次振興計画のお話　第４回　
　第５次振興計画についての連載も今回で４回目となりました。ここからは、「基本計画」について
書いてみたいと思います。
　第１回の時にも書きましたが、基本計画は基本構想で掲げた将来像などを実現するために取り組む
べき具体的な事業や施策について記しています。
　基本計画は状況の変化など、必要に応じて見直すこととしており、計画期間の半期を過ぎた令和３
年度に見直しを行い、後期基本計画を策定いたしました。
　見直しは町民アンケートの結果、役場内での検証及び有識者の方の意見を取り入れて行いました。
　主要な見直し点としては、次のとおりです。
　○SDGsを本町でも推進していくため、基本計画の各項目がSDGsの17の目標のどれに該当するか

を示す図柄を掲載しました。
　○新型コロナウイルスの感染拡大を受け、感染症予防対策の強化を主要施策に追加しました。
　○若者の首都圏への流出を抑制し、将来に渡って人口を維持することにより活気ある町を作ってい

くため、地元への愛着を育てる学習の推進を新しく追加しました。
　　北島町には多くの優良企業や工場があることを知ってもらい、就職について考える時にも北島町

を選ぶ若者が増えていくよう取り組んでいきます。

　次回も引き続き「基本計画」についてお話していきます。

　総務課　☎698－9801  FAX 698－3642　
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募 集 人 員 20名（推薦入試・社会人入試・一般入試入学者を含む）※男女を問わない
修 業 年 限 ２年

出 願 条 件

一般入試
①中学校卒業の者（令和５年３月卒業見込みの者を含む）若しくはこれと同等以上の学力を有すると認め

る者
②心身ともに健康で将来准看護師として適性がある者

願 書 請 求

返信用封筒を送付して請求する場合
　１．返信用封筒（角形２号33㎝×24㎝）に請求者の郵便番号、住所、氏名を明記し、210円分の郵便

切手を貼る。
　２．請求する封筒（定形）の表に「学生募集要項請求」と朱書きし、１を同封のうえ、学院あてに送付

してください。
直接来学し受け取る場合
　月曜日から金曜日（祝日を除く）の９時から16時までに来学のうえ、お受け取りください。

出 願 期 間 12月１日㈭～ 12月16日㈮の16時まで

出 願 方 法 ⑴　郵送（当日の消印有効）
⑵　持参（土曜日・日曜日・祝日を除く、９時から16時）

試 験 日 時
及　び

試 験 科 目

一般入試
学科試験：令和５年１月21日㈯
　開　　場：　９：00
　受　　付：　９：00 ～　９：15
　オリエンテーション：　９：20 ～　９：25
　国　　語：　９：30 ～ 10：00
　数　　学：10：10 ～ 10：50
　小 論 文：11：00 ～ 12：00

面接試験：令和５年１月22日㈰
　開　　場：　９：30
　受　　付：　９：30 ～　９：45
　オリエンテーション：　９：50 ～　９：55
　面　　接：10：00 ～　

試 験 内 容 ⑴　国語・数学（高等学校入学試験程度）　　⑵　小論文（800字程度）　　⑶　面接試験
合 格 発 表 令和５年１月26日㈭
お問合せ先 三好市医師会准看護学院（☎0883−72−0586）

三好市医師会准看護学院　学生募集
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徳島板野警察署広報　☎698－0110

女性に対する暴力をなくす運動

　毎年11月12日から25日までの２週間は、配偶者等からの暴力、性犯罪・性暴力、ストーカー行為、売買
春、人身取引、セクシュアル・ハラスメント等の女性に対する暴力に関する取組を一層強化することを目的
として、内閣府等が主唱する「女性に対する暴力をなくす運動」が実施されます。

　ささいなこと、行為者が反省してくれている、自
分が我慢すれば大丈夫などの理由で、警察等への通
報や相談をしない人がいます。
　ささいなことでも、突然、行為がエスカレートし
て重大事件へ発展するケースがあります。被害者の
家族等が被害に遭うケースもあります。

運動の期間　11月12日㈯から11月25日㈮まで

ストーカー
（つきまとい）

ストーカー
（GPSの取付け）

強制わいせつ等の
性犯罪

配偶者や恋人等からの
暴力や暴言

一人で悩まず、
警察へ相談してください 緊急時は、110番通報!!

　
今
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
生
活
の
一
部
と
も
言
え
る
ほ

ど
活
用
さ
れ
、
多
く
の
人
た
ち
の
情
報
ツ
ー
ル

と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
個
人

が
特
定
さ
れ
な
い
た
め
に
、
や
っ
て
は
い
け
な

い
こ
と
に
つ
い
て
学
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。
簡
単

に
言
え
ば
、
む
や
み
に
個
人
情
報
を
記
載
し
な

い
こ
と
が
大
前
提
に
な
り
ま
す
が
、
特
に
注
意

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
場
面
に
つ
い
て
、
事
例

を
挙
げ
て
考
え
て
い
き
ま
す
。

○
個
人
情
報
を
記
載
し
た
投
稿

　
個
人
情
報
と
い
う
と
ま
ず
、
名
前
・
住
所
・

電
話
番
号
な
ど
が
思
い
浮
か
ぶ
で
し
ょ
う
が
、

他
に
も
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
や
通
っ
て
い
る
学

校
名
・
勤
務
先
・
顔
写
真
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
情
報
が
個
人
情
報
に
当
た
り
ま
す
。
特
に
、

Facebook

な
ど
で
は
、
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
に
こ

う
し
た
個
人
情
報
を
登
録
す
る
機
能
が
あ
り
ま

す
が
、
安
全
面
を
考
え
る
な
ら
ば
、
む
や
み
に

詳
細
な
個
人
情
報
を
登
録
し
な
い
方
が
賢
明
で

す
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
は
、
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
や
投
稿
を

公
開
す
る
範
囲
を
制
限
し
て
設
定
で
き
る
か
ら

問
題
な
い
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

悪
意
あ
る
人
間
の
手
に
よ
っ
て
流
出
す
る
可
能

性
が
常
に
つ
き
ま
と
い
ま
す
。
場
合
に
よ
っ
て

は
、
そ
こ
か
ら
ス
ト
ー
カ
ー
や
詐
欺
な
ど
の
被

害
に
巻
き
込
ま
れ
る
危
険
性
も
あ
り
ま
す
。

○
自
宅
や
近
所
に
関
す
る
投
稿

　
住
所
や
勤
務
先
な
ど
直
接
的
な
情
報
を
記
載

し
な
く
て
も
、
投
稿
さ
れ
た
写
真
や
文
章
か
ら
、

自
宅
の
住
所
や
勤
務
先
が
わ
か
っ
て
し
ま
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
自
宅
の
ベ
ラ
ン
ダ

か
ら
撮
っ
た
風
景
の
写
真
や
、
近
所
の
散
歩

コ
ー
ス
の
写
真
、
仕
事
の
休
憩
中
に
ラ
ン
チ
で

行
っ
た
店
の
情
報
な
ど
、
些
細
な
日
常
を
投
稿

し
た
だ
け
の
つ
も
り
で
も
、
そ
こ
に
は
個
人
情

報
に
つ
な
が
る
ヒ
ン
ト
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
気
に
入
っ
た
写
真
を
投
稿
す
る

こ
と
自
体
は
問
題
な
い
で
す
が
、
そ
の
際
に
は

写
真
に
映
り
込
む
景
色
に
は
注
意
し
、
自
宅
や

職
場
か
ら
の
範
囲
を
示
す
よ
う
な
ワ
ー
ド
を
入

れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
最
寄
り
駅
に
関
す
る
投
稿

　
沿
線
名
や
駅
名
を
直
接
記
載
し
な
く
て
も
、

全
国
各
沿
線
は
誰
で
も
確
認
で
き
る
の
で
、
注

意
が
必
要
で
す
。
さ
ら
に
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で

投
稿
し
た
場
合
な
ど
、「
朝
の
通
勤
ラ
ッ
シ
ュ
」

「
終
電
間
際
」
な
ど
時
間
帯
に
関
す
る
ワ
ー
ド

が
入
っ
て
い
れ
ば
、
内
容
次
第
で
駅
名
ま
で
絞

り
込
ま
れ
る
可
能
性
が
あ
り
、
さ
ら
に
通
勤
時

間
や
帰
宅
時
間
ま
で
お
お
よ
そ
わ
か
っ
て
し
ま

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。　

　
こ
こ
ま
で
紹
介
し
た
事
例
は
ほ
ん
の
一
例
で

す
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
正
し
く
使
え
ば
便
利
で
楽
し
く

生
活
を
豊
か
に
し
て
く
れ
ま
す
が
、
利
用
す
る

際
に
は
、
そ
こ
に
潜
む
リ
ス
ク
を
考
慮
し
、
自

分
や
周
り
の
人
の
安
全
の
た
め
に
十
分
注
意
を

払
う
必
要
が
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ

ん
。

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
利
用
時
に
注
意
す
る
こ
と
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令和３年度　水道事業会計決算状況
　令和３年度北島町水道事業会計の事業概要及び収支決算について、次のとおり報告します。

令和４年10月1日

北島町長　古　川　保　博
事　業　概　要
　本年度の業務概況は、年間総配水量が、3,109,647㎥（前年度比2.1％減）で、年間有収水量は、2,887,086㎥（前年度比0.6％
減）とともに減少傾向にありますが、有収率につきましては、92.8％（前年度比1.4％増）と上昇しております。
　また、給水人口は、23,433人（前年度比0.8％増）で、給水戸数は、8,383戸（前年度比1.3％増）と本年度もともに増
加傾向にあります。
　水道事業収益は、418,672千円（前年度比1.6％減）と減少した一方で、水道事業費用は336,781千円（前年度比5.1％増）
を要したことから、当年度純利益は、81,890千円（前年度比22.2％減）と減少しております。
　本年度の主な事業としましては、将来において予想される大規模災害時にも安定して水道水が供給できるよう、引き続き、
避難施設・防災拠点となっている北島北小学校及び板野東部消防署へ向けた管路の耐震化事業として、町道71号線及び町道
5112号線配水管布設替工事（１、２工区）を実施しました。委託業務としましては、町道２号線及び町道51号線配水管布設
替工事の設計業務のほか水道事業経営戦略及びアセットマネジメントの見直し業務を行いました。また、有収率向上への取り
組みとして、例年どおり給・配水管の漏水調査業務を行い、漏水箇所の早期発見・早期修繕に努めました。老朽化した浄水場
施設の更新と耐震化を図るため、鳴門市と進めている共同浄水場整備事業では、令和３年度より本格的に事業に着手しており、
地質調査・家屋現況調査など各種事前調査と基本設計を終え、詳細設計を進めながら先行承認を終えた一部施設の工事にも
着手しています。
　近年は、節水意識の浸透や節水型器具の普及などもあり、給水量及び給水収益が減少傾向にある一方、施設の老朽化によ
る更新需要の増大や大規模災害に備えた施設の耐震化など、ライフラインの維持にかかるコストは大きく膨らみ、今後の経
営状況はますます厳しいものとなることが予想されます。
　今後も見直しを行った経営戦略をもとに中・長期的な視野に立ち、使用料収入の確保とコストの節減、有収率の向上など
効率的な事業経営に努めると共に、将来にわたって安心・安全な水道水を安定して供給できるよう、引き続き管路の耐震化、
鳴門市との共同浄水場整備事業を進めるなど水道基盤の強化に取り組んでまいります。

令和３年度　北島町水道事業損益計算書
（令和３年４月１日から令和４年３月31日まで）

（単位：円）

収　　　　　　　入 支　　　　　　　出 計
１．営 業 収 益 ２．営 業 費 用

⑴給 　 水 　 収 　 益 377,436,370 ⑴原 水 及 び 浄 水 費 45,713,571
⑵そ の 他 の 営 業 収 益 19,299,386 ⑵配 水 及 び 給 水 費 47,083,952

⑶総 係 費 80,529,887
⑷減 価 償 却 費 142,772,709
⑸資 産 減 耗 費 3,594,410
⑹そ の 他 の 営 業 費 用 1,612,000

小　　　　計 396,735,756 小　　　　計 321,306,529
営 業 利 益 75,429,227

3．営 業 外 収 益 ４．営 業 外 費 用
⑴受 取 利 息 128,464 ⑴支 払 利 息 15,463,659
⑵一 般 会 計 負 担 金 31,900 ⑵雑  支  出 4,936
⑶長 期 前 受 金 戻 入 21,489,364
⑷雑  収  益 286,676

小　　　　計 21,936,404 小　　　　計 15,468,595
営 業 外 損 益 計 6,467,809
経 常 利 益 81,897,036

５．特 別 利 益 ６．特 別 損 失
⑴固 定 資 産 売 却 益 0 ⑴固 定 資 産 売 却 損 0
⑵過 年 度 損 益 修 正 益 0 ⑵過 年 度 損 益 修 正 損 6,810

⑶そ の 他 特 別 損 失 0
小　　　　計 0 小　　　　計 6,810

特 別 損 益 計 △ 6,810
当 　 年 　 度 　 純 　 利 　 益 81,890,226
前 年 度 繰 越 利 益 剰 余 金 640,714
処 分 済 利 益 剰 余 金 75,000,000
そ の 他 未 処 分 利 益 剰 余 金 変 動 額 0
当 年 度 未 処 分 利 益 剰 余 金 157,530,940
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令和３年度　北島町水道事業貸借対照表
（令和４年３月31日）

（単位：円）

資　　産　　の　　部 ⑶未 払 金 90,825,754

１．固 定 資 産 ⑷前 受 金 2,720,000

⑴有 形 固 定 資 産 ⑸引 当 金 4,133,277

イ 土 地 478,920,692 ⑹預 り 金 2,640,000

ロ 建 物 161,216,049 ⑺その他の流動負債 0

減価償却累計額 △ 69,170,445 92,045,604 流   動   負   債   合   計 170,296,879

ハ 構 築 物 5,361,238,887 ５．繰 延 収 益

減価償却累計額 △ 2,296,647,400 3,064,591,487 ⑴長 期 前 受 金

ニ 機 械 及 び 装 置 994,236,953 イ 国 庫 補 助 金 142,328,985

減価償却累計額 △ 846,243,050 147,993,903 ロ 一般会計補助金 30,000,000

ホ 車両及び運搬具 2,497,926 ハ 負 担 金 186,804,298

減価償却累計額 △ 2,128,355 369,571 ニ 補 償 金 15,109,000

ヘ 工具器具及び備品 15,966,219 ホ 受贈財産評価額 607,324,342

減価償却累計額 △ 11,727,402 4,238,817 ヘ 寄 附 金 0

ト 建 設 仮 勘 定 168,161,800  長 期 前 受 金 合 計 981,566,625

有 形 固 定 資 産 合 計 3,956,321,874 ⑵長期前受金収益化累計額

⑵無 形 固 定 資 産 イ 国 庫 補 助 金 △ 37,103,821

イ 電 話 加 入 権 130,600 ロ 一般会計補助金 △ 30,000,000

ロ 水 利 権 0 ハ 負 担 金 △ 86,299,547

無 形 固 定 資 産 合 計 130,600 ニ 補 償 金 △ 3,267,064

⑶投 資 有 価 証 券 ホ 受贈財産評価額 △ 259,205,568

イ 投 資 有 価 証 券 80,000,000

ロ そ の 他 投 資 16,550  長期前受金収益化累計額合計 △ 415,876,000

投 資 合 計 80,016,550 繰　延　収　益  合  計 565,690,625

固　定　資　産　合　計 4,036,469,024 負 　 債 　 合 　 計 1,396,962,069

２．流 動 資 産 資　　本　　の　　部
⑴現 金 預 金 626,328,538 ６．資 本 金

⑵未 収 金 108,868,120 ⑴自 己 資 本 金 2,735,351,382

⑶貯 蔵 品 8,678,709 資 　 本 　 金   合   計 2,735,351,382

⑷前 払 金 0 ７．剰 余 金

⑸その他の流動資産 0 ⑴資 本 剰 余 金

流 動 資 産 合 計 743,875,367 寄 附 金 0

資 産 合 計 4,780,344,391 資 本 剰 余 金 合 計 0

負　　債　　の　　部 ⑵利 益 剰 余 金

３．固 定 負 債 イ 減 債 積 立 金 118,500,000

⑴企 業 債 660,974,565 ロ 建設改良積立金 372,000,000

⑵一般会計借入金 0 ハ 当年度未処分利益剰余金 157,530,940

⑶引 当 金 0 処分済利益剰余金 (75,000,000)

⑷その他の固定負債 0 その他未処分利益剰余金変動額 0 

固　定  負  債  合  計 660,974,565 利 益 剰 余 金 合 計 648,030,940

４．流 動 負 債 剰 余 金 合 計 648,030,940

⑴一 時 借 入 金 0 資 本 合 計 3,383,382,322

⑵企 業 債 69,977,848 負 債 資 本 合 計 4,780,344,391



222022. 11　町報　きたじま　

令和３年度　北島町公共下水道事業会計決算状況
　令和３年度北島町公共下水道事業会計の事業概要及び収支決算について、次のとおり報告します。

令和４年10月1日

北島町長　古　川　保　博
事　業　概　要

令和３年度　北島町公共下水道事業損益計算書
（令和３年４月１日から令和４年３月31日まで）

（単位：円）

収　　　　　　　入 支　　　　　　　出 計
１．営 業 収 益 ２．営 業 費 用

⑴下 水 道 使 用 料 46,524,679 ⑴管 渠 費 4,105,657
⑵国 庫 補 助 金 5,138,900 ⑵普 及 促 進 費 14,718,700
⑶そ の 他 営 業 収 益 39,166 ⑶総 係 費 24,356,233

⑷流域下水道管理運営費負担金 42,891,219
⑸減 価 償 却 費 103,341,814
⑹資 産 減 耗 費 0

小　　　　計 51,702,745 小　　　　計 189,413,623
営 業 損 失 137,710,878

3．営 業 外 収 益 ４．営 業 外 費 用
⑴受 取 利 息 及 び 配 当 金 797 ⑴支払利息及び企業債取扱諸費 29,530,612
⑵国 庫 補 助 金 0 ⑵雑 支 出 3,751,892
⑶他 会 計 補 助 金 174,000,000
⑷長 期 前 受 金 戻 入 31,439,078
⑸雑 収 益 3,692

小　　　　計 205,443,567 小　　　　計 33,282,504
営 業 外 利 益 172,161,063
経 常 利 益 34,450,185

５．特 別 利 益 ６．特 別 損 失
⑴固 定 資 産 売 却 益 0 ⑴固 定 資 産 売 却 損 0
⑵過 年 度 損 益 修 正 益 132,506 ⑵過 年 度 損 益 修 正 損 0
⑶そ の 他 特 別 利 益 0 ⑶そ の 他 特 別 損 失 0

小　　　　計 132,506 小　　　　計 0
特 別 利 益 計 132,506
当 　 年 　 度 　 純 　 利 　 益 34,582,691
前 年 度 繰 越 利 益 剰 余 金 0
当 年 度 未 処 分 利 益 剰 余 金 34,582,691

⑴　総括事項
　旧吉野川流域下水道事業は、平成12年度に旧吉野川流域
の２市４町(徳島市、鳴門市、松茂町、北島町、藍住町、板
野町)を流域関連公共下水道とする全体計画を策定し、北島
町の計画区域面積は606.7haとしました。
　また、都市の健全な発達及び公衆衛生の向上に寄与し、あ
わせて公共用水域の水質保全に資するため、平成13年10月
に役場を中心とする周辺100.9haを、公共下水道第１期計
画区域と定め、事業認可を受け整備を進めてまいりました。
これまで整備を進める中で大型商業施設等の進出に伴う２
度の区域変更を行い、全体計画を626.7ha、第１期計画区
域105haに拡大し、現在整備を進めています。
⑵　建設改良事業
　汚水管渠築造工事は、令和２年度からの繰越し予算
132,500千円と令和３年度現年執行分16,558千円にて４路
線、延長813ｍを整備し、6.5haの面整備を行いました。整
備延長の累計は、26,608ｍとなっており、現在の整備面積
は69.7haとなっております。
⑶　業務量
　今年度末の整備人口は、3,923人で前年度と比較して357
人（10.0％）増加となり、公共下水道普及率は16.7％で前

年度と比較して1.4％増加しました。水洗化人口について
は、1,978人で前年度と比較して239人増加し、水洗化率は
50.4％となりました。年間有収水量については、283,238
㎥で前年度から15,163㎥（5.7％）の増加となりました。
⑷　財政状況
　本町の公共下水道事業は、令和元年度より地方公営企業
法を一部適用し、公営企業会計に移行することで経営基盤
の強化や経営の計画性・透明性の向上を図っています。
　下水道事業収益としては、257,278,818円となりました。
内訳として、下水道使用料などの営業収益が、51,702,745
円、長期前受金戻入や一般会計補助金などの営業外収益が、
205,443,567円、特別利益が、132,506円となっています。
　また、下水道事業費用としては、222,696,127円となり
ました。内訳として、流域下水道管理運営負担金や減価償
却費などの営業費用が、189,413,623円、企業債利息など
の営業外費用が、33,282,504円となっています。
　 こ の 結 果、 総 収 益 か ら 総 費 用 を 差 し 引 い た 額 は、
34,582,691円の純利益となりました。 
  以上が、令和３年度の事業概要となります。今後も下水道
普及率、水洗化率の向上に努め安定した持続可能な下水道
サービスの提供に努めてまいります。



23 町報　きたじま　2022. 11

令和３年度　北島町公共下水道事業貸借対照表
（令和４年３月31日）

（単位：円）

資　　産　　の　　部
１．固 定 資 産 ⑷前 受 金 0

⑴有 形 固 定 資 産 ⑸賞 与 等 引 当 金 2,881,683

イ 土 地 0 0 ⑹預 り 金 1,650,000

ロ 建 物 0 ⑺その他の流動負債 0

減価償却累計額 0 0 流   動   負   債   合   計 165,334,271

ハ 構 築 物 4,041,313,071 ５．繰 延 収 益

減価償却累計額 △ 551,516,431 3,489,796,640 ⑴長 期 前 受 金

ニ 機 械 及 び 装 置 122,453,416 イ 国 庫 補 助 金 1,565,988,943

減価償却累計額 △ 36,044,140 86,409,276 ロ 県 補 助 金 4,600,000

ホ 車両及び運搬具 2,027,465 ハ 流域整備繰入金 9,172,110

減価償却累計額 △ 1,226,758 800,707 ニ 受 益 者 負 担 金 51,737,210

ヘ 工具器具及び備品 1,749,501 ホ 受贈財産評価額 26,605,370

減価償却累計額 △ 550,362 1,199,139  長 期 前 受 金 合 計 1,658,103,633

ト 建 設 仮 勘 定 1,550,000 ⑵長期前受金収益化累計額

有 形 固 定 資 産 合 計 3,579,755,762 イ 国 庫 補 助 金 △ 237,666,032

⑵無 形 固 定 資 産 ロ 県 補 助 金 △ 1,076,400

施 設 利 用 権 573,749,023 ハ 流域整備繰入金 △ 2,146,274

無 形 固 定 資 産 合 計 573,749,023 ニ 受 益 者 負 担 金 △ 5,456,083

固　定　資　産　合　計 4,153,504,785 ホ 受贈財産評価額 △ 2,383,379

２．流 動 資 産  長期前受金収益化累計額合計 △ 248,728,168

⑴現 金 預 金 147,320,423 繰　延　収　益  合  計 1,409,375,465

⑵未 収 金 12,217,607 負 　 債 　 合 　 計 3,735,739,987

⑶前 払 金 51,000,000 資　　本　　の　　部
⑷その他の流動資産 0 ６．資 本 金

流 動 資 産 合 計 210,538,030 ⑴自 己 資 本 金 579,123,864

資 産 合 計 4,364,042,815 資 　 本 　 金   合   計 579,123,864

負　　債　　の　　部 ７．剰 余 金

３．固 定 負 債 ⑴資 本 剰 余 金

⑴企 業 債 2,161,030,251 資 本 剰 余 金 合 計 0

⑵一般会計借入金 0 ⑵利 益 剰 余 金

⑶退 職 給 付 引 当 金 0 イ 減 債 積 立 金 0

⑷その他の固定負債 0 ロ 建設改良積立金 14,596,273

固　定  負  債  合  計 2,161,030,251 ハ 当年度未処分利益剰余金 34,582,691

４．流 動 負 債 利 益 剰 余 金 合 計 49,178,964

⑴一  時  借  入  金 0 剰 余 金 合 計 49,178,964

⑵企 業 債 89,652,734 資 本 合 計 628,302,828

⑶未 払 金 71,149,854 負 債 資 本 合 計 4,364,042,815
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み ん な の 大 切 な 人 権

外国人の人権について考える外国人の人権について考える

北島町社会教育指導員　藤　島　則　之北島町社会教育指導員　藤　島　則　之

～違いを認め、尊重する～～違いを認め、尊重する～

　国際化の進展に伴い、日本に在住、あるいは訪問する外国人が増えていますが、就労差別や入居・入店拒否など、
日常生活において不合理な扱いをされる事例が起きています。外国人に対する偏見や差別は、異なる民族・国・地域・
文化等に正しい理解がなされていないことや、伝統的な価値観を有する地域社会の中で、外国人や異文化に対して
閉鎖的になっていることなどが要因だと考えられます。徳島県内でも令和２年度末で、5,033人の方々が暮らして
います。同じ地域で、ともに暮らす仲間、同じ会社で働く仲間、同じ学校で学ぶ仲間として、改めて外国人の人権
について考えてみましょう。

○職場で
　・応募者本人の能力や適性よりも国籍で判断されることがある。
　・働く場所や期間が一定でない。賃金が安いなど、就労の形態や条件で不利益を被って
　　いる人がいる。
○学校で（外国人であっても日本の義務教育を受ける権利はあります。）
　・日本語指導を必要とする児童生徒が増加している。
　・外国人には、子どもを小・中学校に就学させる義務がないため、不就学につながる可能性がある。
○地域社会で
　・言葉や習慣などの違いから、アパートなどの入居の際に不当な扱いを受けてしまう。
　・言葉がわからないことにより、様々な公共サービスの存在を知ることができない。
　・特定の民族や国籍の人々を誹謗中傷したり、排斥したりする言動（ヘイトスピーチ）がある。

（「外国ルーツの子どもの教育」についての研修会から）
　「外国ルーツの子ども」とは、両親またはそのどちらか一方が外国出身者である子どものことを表します。外
国籍の子どもだけでなく、日本国籍のみ、二重国籍の子どももおり、難民２世などで無国籍状態の子どもも含ま
れています。この子どもたちが生活をしていくうえで、義務教育の制度上の問題をはじめ様々な課題があります。
その一つに「母語」というものがあります。「母語」とは、家庭内で普段から使っている言語です。日本では国
語という教科があり学びを深めていますが、この子どもたちは、「母語」について理解を深める機会はほとんど
ありません。学校では専任の教員等から日本語指導を受けていますが、やはり「母語」との併用指導により学習
の理解度や、道徳や人権の学習内容も深まり、社会性の基礎も培われます。それが自信と
なり、「自己肯定感」や「将来の選択肢（高校進学）」に繋がってくるということです。ま
た、保護者である外国人の就労に関して、ほとんどが厳しい立場にあり、社会の不況や現
在のコロナ禍が過大に影響し、家庭の経済的困窮に繋がっているということです。そのよ
うな状況の中、毎日一生懸命学校に通っている子どもの姿があります。

◎外国人に対する誤解や偏見に基づく予断をなくして、お互いに尊重し合
う意識を高めることが大切です。

◎外国人の宗教、習慣、文化を理解して、外国人がもつ価値観、生活習慣
などの多様性を認め合うことが大切です。

　北島町では、北島町国際交流協会が中心となって、北島町民、留学生、北島町
在住の外国人の方々が相互理解を深め、友情を育み、文化交流を盛んにするため、
年間を通じて様々なイベントを企画しています。

どのような課題があるの？

どのようなことに心がけたらよいのでしょうか？
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一
　
般
　
質
　
問

　
町
政
全
般
に
わ
た
る
一
般
質
問
は
、
板
東
泰

史
議
員
、
橋
本
典
幸
議
員
、
伊
勢
政
二
議
員
、

夷
谷
大
輔
議
員
、
梶
哲
也
議
員
、
武
山
光
憲
議

員
、
佐
々
木
紀
子
議
員
、
増
谷
禎
通
議
員
で
大

要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

  　
　
　
　
　
　
　
　
　

板
東
泰
史 

議
員

　

質
問
１　
中
学
生
の
交
通
安
全
指
導
に
つ
い
て

①
中
学
校
校
門
前
で
教
師
が
交
通
安
全
指
導
を

し
て
い
る
が
、
別
の
交
差
点
で
は
信
号
無
視
を

し
て
い
る
生
徒
が
い
る
。
指
導
方
法
を
抜
本
的

に
改
め
て
は
ど
う
か
。

②
横
断
歩
道
の
横
で
自
転
車
に
ま
た
が
っ
た
ま

ま
お
喋
り
し
、
渡
る
素
振
り
が
な
い
。
他
人
か

ら
ど
う
見
え
る
か
と
い
う
点
も
指
導
を
強
化
し

て
は
ど
う
か
。

　

答　
弁　
森
本
教
育
委
員
会
事
務
局
長

　
自
分
勝
手
な
行
為
が
、
自
分
や
周
囲
を
危
険

に
さ
せ
る
こ
と
を
常
に
意
識
し
、
適
切
な
行
動

が
で
き
る
よ
う
指
導
を
進
め
て
い
く
。

　

質
問
２　
広
域
ご
み
処
理
施
設
稼
働
時
の
資
源

ご
み
の
回
収
方
法
に
つ
い
て

　
松
茂
町
が
広
域
ご
み
処
理
施
設
計
画
か
ら
脱

退
し
た
。

①
新
施
設
稼
働
後
、
ご
み
の
分
別
は
徳
島
市
に

準
ず
る
の
か
。

②
ご
み
の
回
収
日
も
徳
島
市
に
準
ず
る
の
か
。

未
協
議
で
あ
る
な
ら
協
議
で
き
る
余
地
は
あ
る

の
か
。

　

答　
弁　
藤
田
清
掃
セ
ン
タ
ー
所
長

　
現
在
行
っ
て
い
る
分
別
・
収
集
の
質
が
低
下

し
な
い
よ
う
に
、
し
っ
か
り
と
作
業
部
会
で
協

議
・
提
案
し
て
い
く
。

　

質
問
３　
地
域
下
水
道
の
接
続
問
題
に
つ
い
て

　
グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
の
地
域
下
水
道
が
公
共
下

水
道
の
第
二
期
計
画
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
り
地
域
下
水
道
の
使
用
料
金
が
か
な

り
上
が
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
激
変
緩
和
措
置

と
し
て
段
階
的
な
値
上
げ
を
検
討
し
て
は
ど
う

か
。

　

答　
弁　
樫
原
下
水
道
課
長

　
第
一
期
計
画
区
域
で
既
に
公
共
下
水
道
に
接

続
し
て
い
る
方
に
不
公
平
感
を
与
え
な
い
た
め

に
も
、
料
金
緩
和
措
置
は
考
え
て
い
な
い
。

  　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
本
典
幸 

議
員

　

質
問
１　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
届

け
出

　
国
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
全
数

把
握
の
届
け
出
に
つ
い
て
、
見
直
し
す
る
と
の

報
道
が
あ
っ
た
。
県
の
対
応
や
町
の
見
解
を
聞

き
た
い
。

　

答　
弁　
大
西
危
機
情
報
管
理
課
長

　
県
知
事
は
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
こ
と
を
担

保
す
る
手
法
が
不
十
分
と
判
断
し
、
県
は
全
数

把
握
の
簡
略
化
を
見
送
っ
て
い
る
。
本
町
は
、

基
本
的
に
県
の
方
針
に
よ
り
対
応
し
て
い
く
。

関
係
機
関
と
と
も
に
改
め
て
基
本
的
な
感
染
予

防
策
に
注
意
を
払
っ
て
い
く
。

　

質
問
２　
ク
ラ
ブ
活
動
の
地
域
移
行
・
民
間
委

託
　
部
活
動
改
革
と
し
て
、
地
域
移
行
・
民
間
委

託
に
は
様
々
な
課
題
が
あ
る
。
事
故
の
際
の
対

応
や
指
導
者
の
確
保
と
そ
の
報
酬
、
ま
た
施
設

使
用
料
な
ど
。
短
時
間
で
の
準
備
、
実
現
は
困

難
で
あ
る
が
所
思
を
問
う
。

　

答　
弁　
森
本
教
育
委
員
会
事
務
局
長

　
地
方
都
市
で
は
、
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
等
の
民
間

事
業
者
の
不
足
、
指
導
者
の
人
材
や
練
習
場
所

も
充
分
で
は
な
い
等
多
く
の
問
題
点
が
あ
る
。

　
ま
た
、
費
用
負
担
や
保
険
へ
の
加
入
等
課
題

も
多
く
、
県
と
協
議
し
て
い
く
。

　

質
問
３　
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
空
調
整
備

　
町
の
様
々
な
ス
ポ
ー
ツ
施
設
、
Ｙ
Ｇ
Ｋ
ド
ー

ム
を
は
じ
め
、
町
民
体
育
セ
ン
タ
ー
、
サ
ン
ビ

レ
ッ
ジ
北
島
、
サ
ン
ラ
イ
フ
北
島
、
武
道
館
な

ど
に
空
調
整
備
の
年
次
計
画
を
立
て
る
べ
き
と

考
え
る
が
所
思
を
聞
き
た
い
。

　

答　
弁　
森
本
教
育
委
員
会
事
務
局
長

　
北
島
町
武
道
館
、
町
民
体
育
セ
ン
タ
ー
は
、

来
年
度
ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー
を
設
置
す
る
準
備

を
考
え
て
い
る
。

　
学
校
体
育
館
に
つ
い
て
は
、
来
年
度
か
ら
令

和
８
年
度
ま
で
に
体
育
館
空
調
設
備
工
事
を
順

次
施
工
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

　
学
校
以
外
の
体
育
館
へ
は
小
中
学
校
の
空
調

設
備
の
使
用
状
況
を
確
認
し
な
が
ら
検
討
し
て

い
き
た
い
。

  　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
勢
政
二 

議
員

　

質
問
１　
保
育
事
故
急
増
に
つ
い
て

　
内
閣
府
は
、
２
０
２
１
年
度
に
全
国
の
保
育

所
や
幼
稚
園
、
認
定
こ
ど
も
園
で
の
子
ど
も
の

ケ
ガ
な
ど
の
事
故
が
２
，３
４
７
件
あ
っ
た
と

発
表
し
て
い
る
。
保
育
現
場
の
慢
性
的
な
人
手

不
足
が
あ
る
と
い
う
が
、
現
状
を
お
伺
い
し
た

い
。

　

答　
弁　
朝
野
子
育
て
支
援
課
長

　
配
置
基
準
は
満
た
し
て
い
る
が
、
今
後
も
安

全
な
保
育
体
制
が
取
れ
る
よ
う
に
園
と
共
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

　

答　
弁　
森
本
教
育
委
員
会
事
務
局
長

　
町
立
幼
稚
園
の
担
任
は
、
正
規
職
員
を
充
て

議
会
だ
よ
り

北
島
町
議
会

　
令
和
４
年
第
３
回
定
例
会
は
、
９
月
９
日
に
開
会
さ
れ
、
９
月
22
日
に
閉
会
い
た
し
ま

し
た
。

　
町
長
提
出
議
案
と
し
て
「
教
育
委
員
会
の
委
員
の
任
命
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て
」
な
ど
18
議
案
、
諮
問
が
２
件
、
報
告
が
４
件
が
上
程
さ
れ
、
慎
重
審
議
の
結
果

い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
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て
い
る
が
、
助
教
諭
や
特
別
支
援
教
育
支
援
員

が
こ
れ
ま
で
以
上
に
必
要
と
な
り
つ
つ
あ
る
。

今
後
も
子
ど
も
の
安
全
を
第
一
に
考
え
、
必
要

な
人
材
が
確
保
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

　

質
問
２　
民
生
委
員
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
貸
出

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

の
貸
出
を
提
案
し
た
い
。
町
職
員
を
含
む
定
期

的
な
会
合
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
や
、
現
場
で
の
活

動
に
も
役
立
て
て
い
た
だ
く
の
が
目
的
で
あ
る
。

　

答　
弁　
粟
田
社
会
福
祉
課
長

　
今
年
度
は
委
員
の
一
斉
改
選
の
年
で
も
あ
り
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
活
用
に
つ
い
て
民
生
委
員
・
児

童
委
員
か
ら
も
意
見
を
い
た
だ
き
検
討
し
て
い

く
。

　

質
問
３　
徳
島
ガ
ン
バ
ロ
ウ
ズ
オ
ル
ト
の
支
援

に
つ
い
て

　
徳
島
ガ
ン
バ
ロ
ウ
ズ
オ
ル
ト
は
、
中
国
・
四

国
・
九
州
地
域
リ
ー
グ
に
参
戦
し
て
い
る
県
内

唯
一
の
チ
ー
ム
で
あ
る
。
Ｙ
Ｇ
Ｋ
ド
ー
ム
を
徳

島
ガ
ン
バ
ロ
ウ
ズ
オ
ル
ト
の
練
習
会
場
と
し
て

提
供
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
い
。

　

答　
弁　
森
本
教
育
委
員
会
事
務
局
長

　
関
係
機
関
に
打
診
し
、
近
隣
の
市
町
村
の
施

設
使
用
状
況
も
確
認
し
な
が
ら
前
向
き
に
検
討

し
た
い
。

　

質
問
４　
高
齢
者
ス
マ
ホ
補
助
に
つ
い
て

　
高
齢
者
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
購
入
す
る
際

に
、
自
治
体
が
独
自
に
補
助
を
す
る
動
き
が
全

国
に
広
が
っ
て
い
る
。
本
町
も
補
助
金
を
支
給

で
き
な
い
か
。

　

答　
弁　
粟
田
社
会
福
祉
課
長

　
助
成
金
が
あ
る
と
購
入
意
欲
へ
の
後
押
し
に

な
る
が
、
ま
ず
は
ス
マ
ホ
の
操
作
を
体
験
し
利

便
性
を
実
感
し
て
も
ら
う
こ
と
で
活
用
を
促
し

た
い
。

　

質
問
５　
サ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
北
島
の
現
況
に
つ
い

て

　
町
民
プ
ー
ル
新
設
か
ら
25
年
が
経
過
し
た
。

施
設
・
設
備
の
老
朽
化
は
当
然
で
あ
る
が
、
何

年
も
前
か
ら
設
備
の
不
備
が
変
わ
っ
て
い
な
い
。

今
後
の
運
営
に
つ
い
て
の
改
善
点
等
を
聞
き
た

い
。

　

答　
弁　
森
本
教
育
委
員
会
事
務
局
長

　
設
備
等
の
改
修
に
向
け
、
工
事
設
計
業
務
委

託
に
つ
い
て
、
補
正
予
算
を
計
上
し
て
い
る
。

来
年
度
改
修
工
事
を
実
施
で
き
る
よ
う
当
初
予

算
に
計
上
し
て
い
き
た
い
。

  　
　
　
　
　
　
　
　
　

夷
谷
大
輔 

議
員

　

質
問
１　
北
島
町
の
農
業
の
将
来
に
つ
い
て

　
農
家
の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
に
つ
い
て
、

新
規
就
農
者
の
発
掘
、
Ｕ
タ
ー
ン
・
Ｉ
タ
ー
ン

の
斡
旋
、
企
業
の
誘
致
等
を
補
助
金
、
助
成
金

を
活
用
し
て
、
農
業
者
を
増
や
す
施
策
が
で
き

な
い
か
。
ま
た
、
町
産
の
ブ
ラ
ン
ド
品
目
の
強

化
、
新
ブ
ラ
ン
ド
を
生
み
出
す
な
ど
、
町
産
の

価
値
を
高
め
て
い
く
取
組
が
必
要
不
可
欠
だ
と

考
え
る
が
見
解
は
ど
う
か
。

　

答　
弁　
中
西
ま
ち
み
ら
い
課
長

　

人
農
地
プ
ラ
ン
を
通
じ
て
新
規
就
農
の
サ

ポ
ー
ト
等
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
は
農
作
物
の

加
工
や
流
通
等
の
支
援
に
つ
い
て
、
近
隣
市
町

村
の
事
例
も
参
考
に
し
て
い
き
た
い
。

　

質
問
２　
農
作
業
の
委
託
に
つ
い
て

　
現
在
、
農
作
業
の
委
託
は
サ
ポ
ー
ト
関
連
会

社
に
任
せ
て
い
る
が
、
機
械
を
所
有
す
る
農
家

に
も
委
託
で
き
る
制
度
を
設
立
し
て
お
く
と
、

今
後
、
委
託
す
る
側
・
さ
れ
る
側
、
双
方
助
か

る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　

答　
弁　
中
西
ま
ち
み
ら
い
課
長

　
情
報
提
供
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
や
既
存
の

農
業
団
体
を
活
用
し
た
方
法
等
を
検
討
し
て
い

く
。

　

質
問
３　
農
業
を
通
じ
て
食
育
を

　
地
元
農
家
の
協
力
を
得
て
、
保
育
園
児
か
ら

中
学
生
ま
で
を
対
象
に
野
菜
づ
く
り
や
収
穫
に

よ
る
食
育
を
し
て
は
ど
う
か
。

　

答　
弁　
森
本
教
育
委
員
会
事
務
局
長

　
生
産
者
の
協
力
や
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が

ら
、
体
験
型
の
食
育
活
動
に
つ
い
て
考
え
て
い

き
た
い
。

  　
　
　
　
　
　
　
　
　

梶　
哲
也 

議
員

　

質
問
１　
公
共
施
設
の
在
り
方
に
つ
い
て

　
北
島
町
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
が
本
年

３
月
に
更
新
さ
れ
た
が
、
西
高
房
で
は
、
投
票

所
の
老
人
憩
の
家
は
バ
リ
ア
フ
リ
ー
が
整
っ
て

お
ら
ず
、
西
児
童
館
も
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
。

こ
れ
ら
を
複
合
施
設
と
し
て
建
替
を
検
討
し
て

は
ど
う
か
。　

　

答　
弁　
粟
田
社
会
福
祉
課
長

　
西
高
房
老
人
憩
の
家
は
、
構
造
上
十
分
バ
リ

ア
フ
リ
ー
に
対
応
で
き
ず
、
北
島
西
児
童
館
は
、

平
成
25
年
度
に
耐
震
補
強
及
び
大
規
模
改
修
工

事
を
施
工
し
た
。
町
内
に
は
他
に
も
老
朽
化
が

進
む
公
共
施
設
が
あ
り
、
十
分
精
査
し
、
計
画

的
に
更
新
や
複
合
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　

質
問
２　
案
内
表
示
板
に
つ
い
て

　
１
階
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
横
の
掲
示
案
内
表
示
板

は
、
通
行
の
妨
げ
に
な
る
。
ま
た
手
書
き
式
の

ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
に
予
定
が
記
入
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
一
元
化
を
図
り
、
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
た

案
内
表
示
板
を
新
設
し
て
は
ど
う
か
。

　

答　
弁　
藤
髙
総
務
課
長

　
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
の
導
入
な
ど
で
大
き

く
分
か
り
や
す
い
表
示
が
可
能
と
な
っ
て
い
る

事
例
も
あ
り
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
先

行
事
例
等
を
研
究
し
、
前
向
き
に
検
討
し
て
い

く
。

　

質
問
３　
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
総
合
戦
略
に
つ
い
て

　
人
口
が
増
加
し
て
い
る
時
こ
そ
次
の
戦
略
が

重
要
で
、
早
い
対
策
を
講
じ
、
高
い
効
果
を
得

る
と
示
さ
れ
て
い
る
が
、
本
町
の
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
・
総
合
戦
略
の
折
り
返
し
地
点
を
迎
え
、
各

課
の
施
策
の
進
捗
状
況
が
聞
き
た
い
。

　

答　
弁　
中
西
ま
ち
み
ら
い
課
長

　
企
業
活
動
支
援
事
業
で
は
、
各
種
起
業
支
援

セ
ミ
ナ
ー
の
受
講
者
を
対
象
に
町
内
で
創
業
す

る
事
業
者
に
対
し
補
助
金
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

　
企
業
誘
致
促
進
事
業
で
は
、
県
・
金
融
機
関

等
と
連
携
し
、
町
内
へ
の
企
業
進
出
や
雇
用
機

会
の
拡
大
を
進
め
、
目
標
達
成
し
て
い
る
。

　
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
等
誘
致
促
進
事
業
は
、

町
内
の
空
き
家
等
の
利
活
用
し
た
雇
用
と
経
済

循
環
の
活
性
化
に
努
め
て
い
る
が
実
績
は
１
件

で
あ
る
。

　
北
島
町
わ
く
わ
く
移
住
支
援
事
業
は
現
在
、

申
請
は
な
い
。

　
新
規
就
農
、
経
営
継
承
総
合
支
援
事
業
で
は
、

営
農
に
向
け
た
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
、
現
在
２
名

が
補
助
金
制
度
を
利
用
し
、
就
農
さ
れ
て
い
る
。

　
婚
活
支
援
事
業
で
は
、
商
工
会
青
年
部
の
協

力
を
得
て
婚
活
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
４
組
が

ご
結
婚
さ
れ
て
い
る
。

　

答　
弁　
森
本
教
育
委
員
会
事
務
局
長

　
幼
稚
園
完
全
２
年
保
育
実
施
に
つ
い
て
、
現

在
、
北
島
南
幼
稚
園
増
築
工
事
を
施
工
中
で
あ

り
、
令
和
５
年
２
月
末
に
完
成
予
定
で
あ
る
。
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答　
弁　
朝
野
子
育
て
支
援
課
長

　
保
育
環
境
の
整
備
で
は
、
認
可
保
育
園
開
設

や
増
築
に
よ
り
本
年
４
月
で
は
待
機
児
童
を
解

消
が
で
き
た
。

　
子
育
て
相
談
・
支
援
事
業
で
は
、
令
和
２
年

10
月
に
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設

置
し
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
間
中
の
情
報
提

供
や
相
談
対
応
を
行
っ
て
い
る
。

　

答　
弁　
粟
田
社
会
福
祉
課
長

　
子
ど
も
の
放
課
後
対
策
の
充
実
と
し
て
、
児

童
館
で
の
預
か
り
に
待
機
児
童
が
で
な
い
よ
う

体
制
を
整
え
て
い
る
。

　

答　
弁　
藤
髙
総
務
課
長

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
用
事
業
に
つ
い
て
は
、

徳
島
バ
ス
・
Ｊ
Ｒ
を
活
用
し
た
モ
ー
ダ
ル
ミ
ッ

ク
ス
の
推
進
を
実
施
し
て
い
る
が
、
コ
ロ
ナ
禍

で
公
共
交
通
の
利
用
者
数
が
減
少
し
、
目
標
の

達
成
は
難
し
い
。

　
圏
域
内
で
の
事
業
連
携
に
つ
い
て
は
、
徳
島

東
部
地
域
定
住
自
立
圏
に
お
い
て
、
病
児
保
育

事
業
・
図
書
館
相
互
利
用
事
業
・
観
光
開
発
事

業
等
を
行
っ
て
い
る
。

　
Ｄ
Ｘ
推
進
事
業
に
つ
い
て
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン

サ
ー
ビ
ス
充
実
及
び
業
務
効
率
化
に
つ
い
て
進

め
て
い
る
。

　

答　
弁　
井
住
健
康
保
険
課
長

　
高
齢
者
の
社
会
参
加
促
進
事
業
で
は
、
介
護

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
な
ど

を
実
施
し
、
当
初
目
標
を
達
成
し
て
い
る
。

　
高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
事
業
で
は
、
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
な
ど
が
中
心
と
な
り
地
域
で
の
通
い

の
場
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

答　
弁　
大
西
危
機
情
報
管
理
課
長

　
地
域
防
災
力
の
充
実
強
化
に
つ
い
て
、
自
主

防
災
組
織
の
活
性
化
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

女
性
防
災
会
や
防
災
士
会
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
を

続
け
て
い
る
。

　

答　
弁　
片
岡
建
設
課
長

　
生
活
道
路
の
安
全
対
策
事
業
で
は
、
通
学
路

の
交
差
点
で
の
カ
ラ
ー
舗
装
や
路
面
標
示
は
、

３
小
学
校
に
お
い
て
順
次
実
施
し
、
本
年
度
に

す
べ
て
の
校
区
で
の
工
事
が
終
了
す
る
。

　
車
両
飛
び
込
み
防
止
柵
に
つ
い
て
は
引
き
続

き
協
議
を
行
っ
て
い
く
。

　

答　
弁　
中
西
ま
ち
み
ら
い
課
長

　
住
み
よ
い
住
環
境
づ
く
り
事
業
と
し
て
、
住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
事
業
を
行
い
、
概
ね
目
標

は
達
成
し
て
い
る
。

　
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
促
進
事
業
で
は
、
今

年
度
よ
り
３
つ
の
補
助
事
業
を
開
始
し
、
多
く

の
方
に
申
請
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

  　
　
　
　
　
　
　
　
　

武
山
光
憲 

議
員

　

質
問
１　
地
域
限
定
の
電
子
通
貨
の
活
用
に
つ

い
て

　
全
国
自
治
体
で
カ
ー
ド
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

な
ど
で
支
払
い
が
で
き
る
地
域
限
定
の
電
子
通

貨
を
導
入
し
て
地
域
経
済
の
活
性
化
に
繋
げ
る

取
組
が
あ
る
。
本
町
も
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

　

答　
弁　
中
西
ま
ち
み
ら
い
課
長

　
印
刷
費
や
郵
送
費
、
換
金
時
の
事
務
等
の
コ

ス
ト
が
削
減
で
き
る
電
子
通
貨
は
非
常
に
魅
力

的
で
あ
る
た
め
関
係
機
関
と
協
議
し
、
先
進
地

な
ど
を
研
究
し
て
い
く
。

　

質
問
２　
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
と
総
合
戦
略
の
Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
検
証
し
て
は
ど
う
か

　
少
子
化
や
晩
婚
化
率
な
ど
人
口
動
態
を
取
り

巻
く
環
境
の
変
化
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、
必
要

に
応
じ
て
北
島
町
総
合
戦
略
を
改
定
し
修
正
す

る
事
業
が
あ
れ
ば
公
表
し
て
い
っ
て
は
ど
う
か
。

　

答　
弁　
藤
髙
総
務
課
長

　
産
・
官
・
学
・
金
・
労
等
の
有
識
者
と
北
島

町
地
方
創
生
推
進
会
議
を
開
催
し
総
合
戦
略
の

検
証
を
行
い
、
必
要
な
場
合
に
は
改
定
を
行
っ

て
い
る
。
今
後
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
事
業
の

実
施
状
況
や
Ｋ
Ｐ
Ｉ
の
達
成
度
等
公
表
し
て
い

く
。

　

質
問
３　
選
挙
支
援
カ
ー
ド
に
つ
い
て

　

障
が
い
者
や
弱
者
の
方
に
必
要
な
支
援
を

カ
ー
ド
に
記
入
し
て
も
ら
い
、
選
挙
投
票
時
に

支
援
し
て
い
る
自
治
体
が
あ
る
。
本
町
で
の
態

勢
は
ど
う
か
。

　

答　
弁　
藤
田
住
民
課
長

　
選
挙
支
援
カ
ー
ド
を
導
入
し
た
自
治
体
の
事

例
を
検
証
し
、
必
要
と
さ
れ
る
支
援
の
申
出
に

寄
り
添
っ
た
投
票
し
や
す
い
体
制
づ
く
り
に
努

め
て
い
く
。

　

質
問
４　
出
産
祝
い
金
に
つ
い
て

　
出
産
育
児
一
時
金
42
万
円
が
足
り
な
い
と
い

う
声
を
聞
く
。
出
産
祝
い
金
と
し
て
の
独
自
支

援
を
検
討
で
き
な
い
か
。

　

答　
弁　
朝
野
子
育
て
支
援
課
長

　
出
産
育
児
一
時
金
の
引
き
上
げ
は
、
国
の
動

向
を
注
視
し
つ
つ
、
出
産
祝
い
金
も
含
め
子
育

て
支
援
事
業
の
充
実
を
考
え
て
い
き
た
い
。

　

質
問
５　
犯
罪
被
害
者
支
援
に
つ
い
て

　
全
国
自
治
体
で
は
県
が
犯
罪
被
害
者
支
援
条

例
を
制
定
し
、
市
町
村
に
も
条
例
制
定
を
促
す

動
き
が
あ
る
。
徳
島
県
、
本
町
で
の
内
容
状
況

は
ど
う
か
。

　

答　
弁　
大
西
危
機
情
報
管
理
課
長

　
徳
島
県
で
は
条
例
を
定
め
、
総
合
的
対
応
窓

口
を
設
け
る
ほ
か
、
公
益
社
団
法
人
徳
島
被
害

者
支
援
セ
ン
タ
ー
と
も
連
携
を
し
て
い
る
。
本

町
も
引
き
続
き
先
進
事
例
な
ど
を
研
究
し
、
検

討
し
て
い
く
。

　

質
問
６　
避
難
誘
導
に
つ
い
て

　
聴
覚
障
が
い
者
や
外
国
人
被
災
者
へ
の
避
難

誘
導
に
つ
い
て
、
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
の
活
用
が
取

り
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
本
町
の
状
況
は
ど
う

か
。

　

答　
弁　
大
西
危
機
情
報
管
理
課
長

　
各
種
施
設
で
求
め
ら
れ
る
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
の

選
択
な
ど
を
検
討
し
、
導
入
の
拡
大
を
考
え
検

討
し
て
い
く
。

　

質
問
６　

②
西
日
本
豪
雨
時
の
教
訓
に
よ
り
、
倉
敷
市
真

備
町
で
は
、
無
事
を
知
ら
せ
る
黄
色
い
タ
ス
キ

を
玄
関
に
掲
げ
る
実
践
を
し
て
い
る
。
本
町
で

も
協
議
し
て
は
ど
う
か
。

　

答　
弁　
大
西
危
機
情
報
管
理
課
長

　
そ
の
手
法
や
要
領
を
確
定
し
、
町
民
の
情
報

共
有
を
図
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
自
主
防
災
会

等
か
ら
意
見
を
聴
取
し
、
誰
も
が
簡
単
に
で
き

る
方
策
を
模
索
し
て
い
く
。

　

質
問
６　

③
視
覚
障
が
い
者
が
災
害
リ
ス
ク
情
報
に
ア
ク

セ
ス
し
や
す
い
よ
う
、
音
声
版
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
を
Ｈ
Ｐ
で
公
表
し
て
は
ど
う
か
。

　

答　
弁　
大
西
危
機
情
報
管
理
課
長

　
作
成
に
つ
い
て
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々

や
視
覚
障
が
い
者
の
方
、
そ
の
サ
ポ
ー
ト
さ
れ

る
方
々
と
協
議
し
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

質
問
７　
罹
災
証
明
書
発
行
の
体
制
と
損
保
会

社
と
の
連
携
に
つ
い
て

　
罹
災
証
明
書
の
発
行
手
続
き
を
迅
速
化
す
る

た
め
に
、
自
治
体
と
損
保
会
社
が
そ
れ
ぞ
れ
す

る
被
災
家
屋
の
調
査
を
一
本
化
し
、
損
保
会
社

と
協
定
を
結
び
被
害
状
況
写
真
等
を
無
償
提
供

さ
れ
る
よ
う
検
証
し
て
は
ど
う
か
。

　

答　
弁　
大
西
危
機
情
報
管
理
課
長

　
国
の
動
向
も
見
極
め
つ
つ
、
ま
た
各
事
業
者
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か
ら
有
効
性
に
つ
い
て
情
報
提
供
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
業
務
の
効
率
化
に
向
け
て
模
索
し
た

い
。

　

質
問
８　
家
庭
訪
問
の
廃
止
に
つ
い
て

　
コ
ロ
ナ
禍
で
の
教
育
現
場
で
の
働
き
方
改
革

に
つ
い
て
家
庭
訪
問
の
在
り
方
が
見
直
さ
れ
て

き
て
い
る
。
各
関
係
者
と
協
議
し
て
は
ど
う
か
。

　

答　
弁　
森
本
教
育
委
員
会
事
務
局
長

　
今
後
は
学
校
と
保
護
者
が
双
方
の
負
担
を
軽

減
し
な
が
ら
、
効
率
的
・
効
果
的
に
実
施
で
き

る
方
法
を
検
討
し
た
い
。

　

質
問
９　
成
人
式
の
名
称
変
更
に
つ
い
て

　
成
人
年
齢
が
18
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
、
20
歳

を
対
象
と
し
た
式
典
の
名
称
を
変
更
す
る
自
治

体
も
あ
る
。
本
町
の
見
解
を
聞
き
た
い
。

　

答　
弁　
森
本
教
育
委
員
会
事
務
局
長

　
本
町
で
は
20
歳
を
対
象
に
「
は
た
ち
の
つ
ど

い
」
と
し
て
開
催
し
て
い
る
。
18
歳
は
受
験
や

就
職
な
ど
重
要
な
進
路
選
択
の
時
期
と
重
な
る

こ
と
や
、
各
家
庭
保
護
者
の
負
担
等
も
考
慮
し

従
来
ど
お
り
の
開
催
を
考
え
て
い
る
。

　

質
問
10　
小
一
プ
ロ
ブ
レ
ム
に
つ
い
て

　
小
学
校
に
入
学
し
た
児
童
が
、
集
団
行
動
を

取
れ
な
い
な
ど
学
校
生
活
に
馴
染
め
な
い
問
題

つ
い
て
、
本
町
で
の
小
学
校
と
幼
稚
園
・
保
育

所
と
の
連
携
の
実
施
状
況
は
ど
う
か
。

　

答　
弁　
森
本
教
育
委
員
会
事
務
局
長

　
現
在
も
園
外
保
育
や
体
験
入
学
等
、
幼
小
連

携
を
実
践
し
て
い
る
が
、
今
後
も
５
歳
児
か
ら

小
１
の
２
年
間
の
架
け
橋
期
の
幼
児
教
育
を
一

層
充
実
さ
せ
る
よ
う
取
組
ん
で
い
く
。

  　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
々
木
紀
子
議
員

　

質
問
１　
コ
ロ
ナ
禍
の
女
性
就
労
支
援
と
デ
ジ

タ
ル
人
材
の
育
成
に
つ
い
て

　
女
性
や
ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
就
労
支
援
と
し

て①
Ｉ
Ｔ
系
資
格
試
験
受
講
料
に
対
す
る
補
助
事

業
へ
の
応
募
件
数
や
男
女
別
申
込
人
数
と
、
今

後
の
課
題
や
展
望
を
聞
き
た
い
。

　

答　
弁　
藤
髙
総
務
課
長

　
Ｉ
Ｔ
系
資
格
取
得
補
助
の
交
付
件
数
は
男
性

１
件
、
オ
ン
ラ
イ
ン
教
材
の
利
用
補
助
の
交
付

件
数
は
10
件
で
、
利
用
者
数
に
し
て
７
名
で
、

合
計
８
名
（
男
性
７
名
・
女
性
１
名
）
で
あ
る
。

今
後
の
展
望
等
は
、
Ｉ
Ｔ
系
資
格
取
得
に
加
え
、

デ
ジ
タ
ル
人
材
関
連
の
オ
ン
ラ
イ
ン
教
材
利
用

補
助
を
開
始
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ま
ず
は
既

存
の
民
間
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
促
進
を
図
り
、
そ

の
他
の
有
効
な
施
策
の
情
報
収
集
に
も
努
め
て

い
く
。

　

質
問
１　

②
政
府
は
４
月
、
女
性
デ
ジ
タ
ル
人
材
育
成
プ

ラ
ン
を
策
定
し
３
年
間
、
集
中
し
て
推
進
す
る

と
発
表
し
た
。
本
町
も
女
性
デ
ジ
タ
ル
人
材
の

育
成
か
ら
就
労
ま
で
の
後
押
し
を
展
開
し
て
は

ど
う
か
。

　

答　
弁　
藤
髙
総
務
課
長

　
労
働
政
策
担
当
課
と
連
携
を
図
り
、
有
効
な

施
策
を
検
討
し
て
い
く
。

　

質
問
２　
北
島
町
再
発
見
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
刷

新
に
つ
い
て

　
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
、
現
在
ふ
る
さ
と
納
税
の

御
礼
状
に
添
え
て
い
る
が
、更
な
る
Ｐ
Ｒ
と
し
て
、

①
現
在
、
き
た
じ
ま
ブ
ラ
ン
ド
に
認
定
の
商
品

は
何
点
あ
る
の
か
。

②
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
活
用
し
た
情
報
発
信
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
に
刷
新
し
て
は
ど
う
か
。

③
転
入
手
続
き
時
や
町
の
イ
ベ
ン
ト
、
近
隣
の

観
光
案
内
所
・
道
の
駅
、
町
内
の
コ
ン
ビ
ニ
に

置
か
せ
て
も
ら
い
、
Ｐ
Ｒ
し
て
は
ど
う
か
。

　

答　
弁　
中
西
ま
ち
み
ら
い
課
長

①
現
在
認
定
さ
れ
て
い
る
商
品
は
、
４
事
業
者

に
よ
る
12
点
で
あ
る
。

②
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
際
は
Ｉ
Ｔ
の
活
用
も
含
め
、

よ
り
本
町
の
魅
力
を
発
信
で
き
る
よ
う
な
作
成

に
努
め
る
。

③
設
置
場
所
を
公
共
施
設
以
外
に
民
間
企
業
に

も
協
力
い
た
だ
き
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

質
問
３　
聴
覚
障
が
い
者
へ
の
支
援
に
つ
い
て 

　
人
工
内
耳
装
用
は
、
最
初
の
手
術
や
入
院
費
、

体
内
外
装
置
に
は
保
険
適
用
が
あ
る
が
、
装
用

後
の
部
品
の
購
入
や
、
体
外
器
買
換
え
等
、
自

己
負
担
の
割
合
も
多
い
。

①
人
工
内
耳
用
電
池
の
助
成
を
し
て
は
ど
う
か
。

②
体
外
器
の
買
換
え
時
に
助
成
を
し
て
は
ど
う

か
。

　

答　
弁　
粟
田
社
会
福
祉
課
長

　
国
の
制
度
で
あ
る
補
装
具
費
支
給
制
度
に
お

い
て
補
装
具
の
種
目
は
、
自
治
体
独
自
に
拡
大

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
先
進
自
治
体
で

は
、
日
常
生
活
用
具
と
し
て
別
の
枠
組
み
の
中

で
電
池
や
買
換
え
の
助
成
を
し
て
い
る
と
こ
ろ

が
多
い
。
本
町
も
負
担
軽
減
に
つ
い
て
近
隣
市

町
の
状
況
も
参
考
に
、
制
度
の
整
合
性
な
ど
も

勘
案
し
な
が
ら
前
向
き
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

質
問
４　
町
内
の
公
共
施
設
に
お
け
る
デ
ジ
タ

ル
障
が
い
者
手
帳
「
ミ
ラ
イ
ロ
Ｉ
Ｄ
」
の
活
用

に
つ
い
て

①
町
内
公
共
施
設
で
は
、障
が
い
者
手
帳
提
示
時

に
優
待
割
引
と
な
る
施
設
は
何
箇
所
あ
る
の
か
。

②
本
町
も
ミ
ラ
イ
ロ
Ｉ
Ｄ
を
活
用
で
き
る
よ
う

に
し
て
は
ど
う
か
。

　

答　
弁　
粟
田
社
会
福
祉
課
長

①
サ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
北
島
の
温
水
プ
ー
ル
と
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
の
利
用
料
に
つ
い
て
割
引

と
な
る
。

②
ミ
ラ
イ
ロ
Ｉ
Ｄ
は
民
間
企
業
が
提
供
す
る
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ア
プ
リ
で
あ
り
、
利
用
者
の

負
担
も
少
な
く
、
導
入
費
用
も
な
い
こ
と
か
ら

今
後
、
実
施
に
向
け
て
関
係
機
関
と
協
議
し
て

い
き
た
い
。

　

質
問
５　
原
油
価
格
高
騰
の
影
響
に
よ
る
助
成

事
業
に
つ
い
て

　
原
油
価
格
の
高
騰
に
よ
り
物
価
高
は
、
今
秋

以
降
も
町
民
生
活
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
懸

念
さ
れ
る
。

①
昨
年
度
と
同
様
に
灯
油
補
助
事
業
を
行
っ
て

は
ど
う
か
。

②
農
林
水
産
省
は
、
肥
料
コ
ス
ト
上
昇
分
の
七

割
を
国
が
補
填
す
る
支
援
を
公
表
し
た
。
町
も

国
以
外
の
支
援
策
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

　

答　
弁　
粟
田
社
会
福
祉
課
長

①
国
に
お
い
て
住
民
税
非
課
税
世
帯
に
更
な
る

対
策
を
講
じ
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
今
後
の
動
向

に
注
視
し
て
い
く
。

　

答　
弁　
中
西
ま
ち
み
ら
い
課
長

②
町
独
自
の
支
援
策
と
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
で
原

油
価
格
・
物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
て
い
る
事

業
者
や
、
売
上
が
大
幅
減
の
事
業
者
に
給
付
金

の
実
施
を
考
え
て
お
り
、
こ
の
事
業
で
は
農
業

者
も
支
援
対
象
と
し
て
い
る
。

　

質
問
６　
住
民
課
窓
口
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決

済
の
導
入
を

　
住
民
課
窓
口
で
の
各
種
証
明
書
交
付
の
手
数

料
支
払
い
に
つ
い
て
、
電
子
マ
ネ
ー
や
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
、
二
次
元
コ
ー
ド
決
済
に
よ
る

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
と
、
セ
ミ
セ
ル
フ
レ
ジ
の
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導
入
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

　

答　
弁　
藤
髙
総
務
課
長

　
本
年
度
中
に
出
納
室
前
に
２
種
類
の
セ
ル
フ

レ
ジ
を
設
置
す
る
た
め
補
正
予
算
を
計
上
し
て

い
る
。

　

答　
弁　
藤
田
住
民
課
長

　
今
後
、
接
触
機
会
の
軽
減
や
住
民
の
利
便
性

の
向
上
と
な
る
よ
う
な
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

等
の
導
入
を
検
討
し
て
い
く
。

  　
　
　
　
　
　
　
　
　

増
谷
禎
通 

議
員

　

質
問
１　
通
学
路
の
改
修
問
題
に
つ
い
て

①
老
門
交
差
点
で
の
交
通
事
故
は
多
発
し
て
お

り
、
３
７
７
名
の
署
名
を
付
け
て
町
長
に
要
請

し
た
。
抜
本
的
な
改
良
に
つ
い
て
見
解
を
求
め

た
い
。

　

答　
弁　
片
岡
建
設
課
長

　
８
月
24
日
に
本
町
の
要
望
書
を
徳
島
板
野
警

察
署
へ
提
出
し
た
。
ま
た
、
県
の
担
当
課
に
も

要
望
書
の
提
出
に
向
け
て
調
整
を
し
て
も
ら
っ

て
い
る
。
今
後
も
関
係
機
関
と
連
携
し
、
改
善

に
つ
な
が
る
よ
う
早
急
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

質
問
１　

②
９
月
１
日
発
行
の
議
会
だ
よ
り
に
各
校
区
の

通
学
路
の
危
険
箇
所
や
改
良
の
問
題
点
を
提
示

し
た
。
是
非
早
急
に
改
善
願
い
た
い
。

　

答　
弁　
森
本
教
育
委
員
会
事
務
局
長

　
学
校
現
場
か
ら
の
最
新
の
状
況
、
要
望
を
集

約
し
、
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
通
学
路
の

安
全
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

質
問
２　
子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境
改
善
問
題

に
つ
い
て

　
来
年
、
国
は
こ
ど
も
家
庭
庁
を
創
設
し
、
鳴

門
市
は
子
ど
も
条
例
の
制
定
を
進
め
る
と
報
道

さ
れ
て
い
る
。
北
島
町
は
ど
の
よ
う
な
取
組
を

す
る
の
か
。

　

答　
弁　
朝
野
子
育
て
支
援
課
長

　
妊
産
婦
、
子
育
て
世
帯
、
子
ど
も
へ
一
体
的

に
相
談
支
援
を
行
う「
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
」

の
設
置
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
く
。
ま
た
、

子
ど
も
食
堂
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
等
、
地
域
の
中

か
ら
も
ご
支
援
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

質
問
２　

②
「
無
園
児
」
国
が
対
策
へ
と
の
報
道
が
あ
る
。

北
島
町
は
、
子
育
て
支
援
施
設
を
購
入
し
、
対

策
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
現
状
は
ど
う
か
。

　

答　
弁　
朝
野
子
育
て
支
援
課
長

　
子
育
て
支
援
施
設
で
は
、
発
達
相
談
や
、
育

児
不
安
に
つ
い
て
の
相
談
な
ど
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
今
後
も
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に

し
、
孤
立
さ
せ
な
い
子
育
て
支
援
を
行
っ
て
い

き
た
い
。

　

質
問
２　

③
北
島
町
に
お
け
る
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
や
い
じ

め
、
虐
待
の
現
状
は
ど
う
か
担
当
課
長
の
答
弁

を
求
め
た
い
。

　

答　
弁　
朝
野
子
育
て
支
援
課
長

　
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
は
身
近
な
大
人
の
気
付
き

が
大
切
に
な
っ
て
く
る
。
各
関
係
機
関
と
協
力

し
早
期
発
見
と
現
状
把
握
、
情
報
共
有
に
努
め

て
い
る
。

　
ま
た
、
県
に
よ
り
行
わ
れ
た
県
下
全
域
の
小

学
６
年
生
か
ら
高
校
３
年
生
を
対
象
に
し
た
ヤ

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
実
態
調
査
の
結
果
を
見
て
対

応
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
児
童
虐
待
に
つ
い
て
は
、
周
囲
の
温
か
い
支

え
と
適
切
な
支
援
が
必
要
で
あ
り
、
子
育
て
支

援
施
設
で
は
、
悩
み
を
抱
え
る
家
庭
が
相
談
し

や
す
い
身
近
な
場
所
と
な
る
よ
う
広
報
や
相
談

支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　

答　
弁　
森
本
教
育
委
員
会
事
務
局
長

　
い
じ
め
の
実
態
把
握
に
つ
い
て
は
ア
ン
ケ
ー

ト
・
家
庭
訪
問
・
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
へ

の
相
談
、
生
活
ノ
ー
ト
等
で
状
況
把
握
に
努
め

て
い
る
。

　
ま
た
、
当
該
児
童
生
徒
へ
の
対
応
と
し
て
は
、

校
長
・
教
頭
か
ら
の
指
導
・
保
護
者
へ
の
報
告

等
を
行
い
、
学
校
に
お
け
る
日
常
の
取
組
み
と

し
て
は
、
教
職
員
間
で
共
通
理
解
を
図
り
校
内

研
修
会
を
実
施
し
て
い
る
。
今
後
も
十
分
に
注

意
を
払
い
、
解
消
に
努
め
て
い
く
。

　

質
問
２　

④
子
ど
も
食
堂
も
お
か
げ
さ
ま
で
、
軌
道
に
乗

り
つ
つ
あ
る
。
現
在
の
防
災
施
設
の
１
階
和
室

に
ク
ー
ラ
ー
を
設
置
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

答　
弁　
大
西
危
機
情
報
管
理
課
長

　
江
尻
防
災
施
設
の
整
備
は
国
の
補
助
を
受
け

て
お
り
、改
修
等
は
慎
重
に
確
認
し
、サ
ー
キ
ュ

レ
ー
タ
ー
や
ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー
な
ど
の
導
入

と
共
に
あ
わ
せ
て
検
討
し
て
い
く
。

　

質
問
２　

⑤
高
知
県
で
は
不
登
校
生
の
た
め
に
、
タ
ン
ポ

ポ
教
室
の
設
置
を
進
め
て
い
る
。
北
島
町
も
設

置
し
て
は
ど
う
か
。

　

答　
弁　
森
本
教
育
委
員
会
事
務
局
長

　
校
内
適
応
指
導
教
室
の
設
置
は
、
必
要
に
応

じ
て
県
に
要
望
し
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

や
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
配
置
を

活
用
し
な
が
ら
支
援
し
て
い
き
た
い
。

　

質
問
３　
生
活
支
援
問
題
に
つ
い
て

①
県
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
は
、
国
内

最
高
と
な
っ
て
い
る
。
物
価
も
値
上
げ
さ
れ
、

住
民
は
悲
鳴
を
あ
げ
て
い
る
。
非
課
税
世
帯
に

電
気
代
高
騰
の
対
策
と
し
て
、
１
世
帯
に
つ
き

１
万
円
を
助
成
す
る
自
治
体
も
あ
る
が
本
町
も

何
ら
か
の
助
成
を
考
え
て
は
ど
う
か
。

　

答　
弁　
粟
田
社
会
福
祉
課
長

　
国
の
動
向
に
注
視
し
つ
つ
、
住
民
生
活
の
安

定
の
一
助
と
な
る
施
策
を
検
討
し
て
い
く
。

　

質
問
３　

②
北
島
町
も
コ
ロ
ナ
感
染
者
が
拡
大
し
て
い
る

が
、
感
染
者
の
支
援
、
後
遺
症
対
策
は
ど
の
よ

う
に
し
て
い
る
の
か
。

　

答　
弁　
井
住
健
康
保
険
課
長

　
相
談
内
容
は
、
発
熱
や
濃
厚
接
触
が
疑
わ
れ

る
方
な
ど
か
ら
の
対
処
方
法
や
コ
ロ
ナ
検
査
の

方
法
等
が
ほ
と
ん
ど
で
、受
診・相
談
セ
ン
タ
ー

や
ワ
ク
チ
ン
検
査
パ
ッ
ケ
ー
ジ
な
ど
紹
介
し
て

い
る
。

　
後
遺
症
に
関
し
て
は
、
コ
ロ
ナ
後
遺
症
相
談

窓
口
を
案
内
し
て
い
る
。

　

質
問
４　
土
木
・
建
設
問
題
に
つ
い
て

①
建
設
事
業
の
繰
越
や
不
用
額
の
割
合
が
高
い
。

道
路
舗
装
や
街
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
な
ど
に
振
り
替

え
ら
れ
な
い
か
。

　

答　
弁　
片
岡
建
設
課
長

　
各
事
業
の
進
捗
状
況
を
詳
細
に
把
握
し
、
財

政
担
当
課
と
協
議
の
う
え
別
事
業
に
活
用
で
き

な
い
か
を
検
討
し
て
い
く
。

　

質
問
４　

②
河
川
敷
堤
防
道
路
の
改
良
や
河
川
敷
の
公
園

化
な
ど
積
極
的
に
県
・
国
に
要
望
し
て
い
く
べ
き

で
あ
る
と
考
え
る
が
町
長
の
答
弁
を
求
め
た
い
。

　

答　
弁　
片
岡
建
設
課
長

　
堤
防
上
の
道
路
は
、
町
が
事
業
主
体
と
な
り

用
地
買
収
や
工
事
を
行
う
。
県
道
と
し
て
の
利

用
区
間
は
、
県
が
事
業
主
体
と
な
る
。
河
川
敷

で
の
公
園
整
備
は
、
堤
防
建
設
の
際
に
事
業
を

進
め
る
の
が
効
率
的
で
あ
る
た
め
国
へ
要
望
し

て
い
く
。

　

質
問
５　
脱
炭
素
問
題
に
つ
い
て

①
東
邦
フ
ィ
ル
ム
は
太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル
で
工

場
の
消
費
電
力
30
％
強
を
賄
っ
て
い
る
と
い
う
。
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脱
炭
素
宣
言
の
町
と
し
て
、
工
場
に
太
陽
光
パ

ネ
ル
の
設
置
を
要
望
し
て
は
ど
う
か
。
奨
励
す

る
た
め
の
補
助
金
制
度
は
な
い
の
か
。

　

答　
弁　
中
西
ま
ち
み
ら
い
課
長

　
北
島
町
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
目
標
策

定
業
務
の
中
で
、
工
場
へ
の
要
望
等
を
検
討
し

協
力
を
お
願
い
し
て
い
き
た
い
。

　
ま
た
、
環
境
省
や
経
済
産
業
省
な
ど
の
支
援

制
度
を
有
効
活
用
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

　

質
問
５　

②
電
気
自
動
車
購
入
に
よ
る
、
個
人
に
対
す
る

助
成
制
度
は
あ
る
の
か
。

　

答　
弁　
中
西
ま
ち
み
ら
い
課
長

　
北
島
町
電
気
自
動
車
等
普
及
促
進
事
業
は
、

事
業
者
の
ほ
か
個
人
も
対
象
に
購
入
補
助
を

行
っ
て
い
る
。

　

質
問
６　
清
掃
事
業
に
つ
い
て

①
ご
み
処
理
の
広
域
化
に
つ
い
て
、
松
茂
町
は

正
式
に
脱
退
し
た
。
新
聞
報
道
で
は
、
徳
島
市

は
次
の
建
設
地
問
題
ま
で
持
ち
出
し
て
い
る
。

民
間
委
託
な
ど
別
の
方
法
を
考
え
る
時
期
が
き

た
の
で
は
な
い
か
。

　

答　
弁　
藤
田
清
掃
セ
ン
タ
ー
所
長

　
松
茂
町
の
脱
退
に
よ
り
施
設
の
規
模
や
事
業

費
の
変
更
が
考
え
ら
れ
る
。
連
絡
会
議
で
少
し

で
も
早
い
稼
働
に
向
け
協
議
、
要
望
し
て
い
く
。

　

質
問
６　

②
三
豊
方
式
や
、
徹
底
し
た
ご
み
資
源
化
を
取

り
入
れ
た
民
営
化
の
方
針
に
切
替
え
る
べ
き
で

あ
る
と
考
え
る
が
町
長
の
見
解
を
求
め
た
い
。

　

答　
弁　
藤
田
清
掃
セ
ン
タ
ー
所
長

　
三
豊
方
式
や
ご
み
の
資
源
化
を
取
り
入
れ
た

民
営
化
に
つ
い
て
は
今
後
も
調
査
・
研
究
し
て

い
く
。

　

質
問
６　

③
キ
エ
ー
ロ
等
を
使
い
、
生
ご
み
を
燃
や
さ
な

い
方
式
で
Ｃ
Ｏ
２
を
削
減
す
る
な
ど
の
情
報
を

取
り
入
れ
、
本
町
と
し
て
の
方
針
を
出
す
べ
き

で
あ
る
と
思
う
が
見
解
を
求
め
た
い
。

　

答　
弁　
藤
田
清
掃
セ
ン
タ
ー
所
長

　
様
々
な
方
法
を
調
査
研
究
し
、
生
ご
み
処
理

機
の
補
助
事
業
等
を
活
用
し
た
ご
み
減
量
化
に

つ
い
て
も
啓
発
し
て
い
く
。

　

質
問
６　

④
最
終
処
分
場
の
終
了
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
か
、
担
当
課
長
の
答
弁
を
求
め
た
い
。

　

答　
弁　
藤
田
清
掃
セ
ン
タ
ー
所
長

　
廃
止
基
準
に
規
定
さ
れ
る
構
造
基
準
に
適
合

し
て
い
る
証
明
に
つ
い
て
、
専
門
の
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
等
に
委
託
す
る
予
算
化
へ
の
協
議
を
進

め
て
い
る
。

　

質
問
７　
デ
ジ
タ
ル
化
問
題
に
つ
い
て

①
議
案
や
資
料
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
や
、
他
議

会
で
は
議
場
で
の
議
案
説
明
の
映
像
化
な
ど
進

ん
で
い
る
。
本
町
も
早
急
に
検
討
す
べ
き
で
あ

る
が
見
解
を
聞
き
た
い
。

　

答　
弁　
藤
髙
総
務
課
長

　
議
会
で
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
大
切
な
要
素
と

考
え
て
お
り
、
町
議
会
と
一
緒
に
検
討
し
て
い

き
た
い
。

　
本
会
議
は
、
ど
な
た
で
も
傍
聴
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
傍
聴
は
本
会
議
当
日
、

先
着
順
に
受
け
付
け
を
し
て
い
ま
す
。
第

４
回
定
例
会
は
12
月
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

日
時
等
に
つ
い
て
は
、
議
会
事
務
局
ま
で

お
気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

決
定
次
第
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
お
知

ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

☎
６
９
８

－

９
８
１
１

議
会
傍
聴
の
お
知
ら
せ

議
会
傍
聴
の
お
知
ら
せ

　寒い季節がやってきましたが、皆さま体調にお気を付けください。さて、冬の楽しみ
のひとつと言えばクリスマス！今回はオゥ・ポワヴルさんのクリスマスケーキ（15㎝）
を10名様にプレゼントいたします！
　当選者の方は、直接お店でお受け取りいただきます。受取日は12月23日～ 25日のい
ずれかの日を選んでください。時間は10時～ 18時のお好きな時間をお決めください。
　たくさんのご応募お待ちしております！
※当選者の方には、12／10～20日に事前に１度来店し、ひきかえ伝票を受け取っていただく必要があります。

北島町民限定！ 　～ 読 者 プ レ ゼ ン ト ～　　　　

応募締切　11月30日㈬必着　※当選通知の発送をもって当選発表に代えさせていただきます。
応募方法　アンケートの回答とケーキの受け取り希望日時、住所・氏名・年齢・電話番号を必ず記入の上、ご応
　　　　　募ください。
応 募 先
　はがき　住所　〒771-0285　北島町中村字上地23−１　北島町役場　総務課　宛て
　メールアドレス　kouhou＠kitajima.i-tokushima.jp
　電子申請ＵＲＬ　https://s-kantan.jp/town-kitajima-u/offer/offerList_detail.action?tempSeq=8422

☆北島町議会に関するアンケート☆
（Ｑ１）議会の傍聴に来たことがありますか？
　１．ほぼ毎回来ている　　２．過去に来たことがある　　３．一度もない
（Ｑ２）議場は、総合庁舎の何階にあるか知っていますか？
　１．知っている　　２．知らない
（Ｑ３）町のホームページで、議会の動画配信を見たことがありますか？
　１．ほぼ毎回見ている　　２．過去に見たことがある　　３．一度もない
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図書館の休館日
11　月 12　月

※休館日については工事等により変更となる場合があり
ます。最新情報は北島町ホームページをご覧ください。
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新型コロナウイルスの感染拡大状況によって、イベ
ントの日程を変更することがあります。
最新情報は北島町ホームページをご覧ください。
URL（https://www.town.kitajima.lg.jp/）

図書館・創世ホールからのお知らせ

図書館・創世ホールトイレ改修工事について
　施設全体のトイレ改修工事が完了し、トイレの使用
が再開しました。和式から洋式へ変更、自動水栓化、
照明等センサー化など行い、感染防止対策を強化して
います。

　工事期間中は、みなさまに
　大変ご不便をおかけしました。
　ご理解、ご協力いただき
　ありがとうございました。

～読書週間がはじまっています～

 

雑誌等のリサイクルフェア開催中！
開催期間▶11月22日㈫まで
会場▶１階図書館カウンター前特設コーナー
　保存期間の過ぎた雑誌等をお持ち帰りください。
　お一人様、雑誌・本、各５冊まで。事前の予約・お
取り置き等はできません。

新しく入った本
■図書館に新しく入った本の一部をご紹介します。

創世ホール　イベント情報
日舞同好会・四季の舞発表会⑯

日時▶11月６日㈰12時～ 16時
会場▶３階多目的ホール
入場料▶無料
出演・主催▶日舞同好会・四季の舞

（藤田698−5548/090−9457−8052）　

　終戦の２年後の1947（昭和22）年、まだ戦争の傷あとが日
本中のあちこちに残っているとき、「読書の力によって、平和
な文化国家を創ろう」と、出版社・取次会社・書店と図書館が
力をあわせ、そして新聞や放送のマスコミも一緒になり、第１
回「読書週間」が開かれました。
　第１回「読書週間」は11月17日から23日でした。これはア
メリカの「チルドレンズ・ブック・ウィーク」が11月16日か
ら１週間であるのにならったものです。各地で講演会や本に関
する展示会が開かれたり、読書運動を紹介する番組が作られま
した。いまの10月27日から11月９日（文化の日をはさんで２
週間）になったのは、第２回からです。
　それから70年以上が過ぎ、「読書週間」は日本中に広がり、
日本は世界のなかでも特に「本を読む国民」の国となりました。
　今年の「読書週間」が、みなさん一人ひとりに読書のすばら
しさを知ってもらうきっかけとなることを願っています。

《児　童　書》

●ゴムドリco.『食糧危機のサバイバル』朝日新聞出版
●トロル『おしりダンディザ・ヤングくものおうこ

く』集英社
●原ゆたか『かいけつゾロリにんじゃおばけあらわ

る！』ポプラ社
●三田村信行『キャベたまたんていおとぎ世界でじ

けんはっせい！？』金の星社
●ミヒャエル・エンデ『ロドリゴ・ラウバインと従

者クニルプス』小学館
●ぎぼりつこ『しずくちゃん39』岩崎書店
●柴田ケイコ『パンどろぼうおにぎりぼうやのたび

だち』KADOKAWA
●山本省三『もしも深海でくらしたら』WAVE出版

《一　般　書》

●木村盛世『キラキラした80歳になりたい』かや書房
●松倉久幸『起きたことは笑うしかない！』

朝日新聞出版
●池井戸潤『ハヤブサ消防団』集英社
●石田衣良『池袋ウエストゲートパーク18』文藝春秋
●佐伯泰英『名乗らじ』文藝春秋
●新海誠『小説すずめの戸締まり』KADOKAWA
●西尾維新『怪盗フラヌールの巡回』講談社
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八
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浦　
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那
賀
町

　
10
月
２
日
、快
晴
の
空
の
下
で
、「
第

８
回
き
た
じ
ま
る
し
ぇ
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
屋
外
で
の
開
催
は
３
年

ぶ
り
と
な
っ
た
今
回
、
会
場
の
北
島

町
役
場
駐
車
場
で
は
、
ス
テ
ー
ジ
イ

ベ
ン
ト
あ
り
、
グ
ル
メ
や
雑
貨
な
ど

の
販
売
あ
り
、
展
示
・
体
験
な
ど
な
ど
、

楽
し
い
一
日
と
な
り
ま
し
た
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北
島
町
の
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
回
を
重
ね
て
い
た
「
き
た
じ
ま
る

し
ぇ
」
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
を
う
け
中
止
せ
ざ
る
を
得
な
い
状

況
が
数
年
続
い
て
い
ま
し
た
が
、
こ

の
日
は
本
当
に
多
く
の
方
が
集
ま
っ

て
「
お
祭
り
」
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
少
し
ず
つ
、
コ
ロ
ナ
禍

前
の
賑
わ
い
を
取
り
戻
し
て
い
る
北

島
町
を
見
る
と
わ
く
わ
く
し
て
き
ま

す
。
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
に
は
、

心
よ
り
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

⎧⎨⎩

町報フォトグラフィ
「今日も終り」

鯛浜　𠮷田　　功

カメラ　オリンパス Ｅ-Ｍ5
レンズ　オリンパス MZUIKO 12～50m/m
絞り値　f5.6
シャッター速度　1/60 秒
ISO感度　3200

撮影
データ

　バス釣りが終り帰る準備も完了した。
　さあ、帰ろうか！！

労働者を一人でも雇ったら必ず手続


